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日英合談、猫ソ不可侵{ 射句、細波開戦、英満開戦、と世界史ーとの大事件が目まぐるしく

舌人の眼前に展開しっ、ある。

者人の之 lこ釘して正しき認識、疋しき批判を持 fこさ' る前に事象は刻々推移しっ、ある。

か〉る動的世界も史上めづらしき事であらう。

これ等新事情の我建築界に輿へる影響とはかく: 9:11 るべからさ' るものがあらう。

然し何れにしても ;長々建築家の仕事の分鮮の繁忙を米すは lリj かなことであらう b

ここに於て吾人の首雨する問題は物的資源 、人的資源の不足である。

建築技術者の不足はっとに我々のみとむる所であるが、これiこ謝する何等の封策も謡じ

られないのは、物的資源の不定が盤高々ととなへられ、住宅に射する木材の制限等の盤に

世人が li 玄惑されて、建築業界があ? こかも仕事のなさが如〈遮断してゐるのが最大源困で

ある。

吾人は最近男々しく批迭についに、第一回建築ｉＮ ｾｈ 説者を送りし生々しき賓 ｊ 惑を味ひつつ

ある。

建築技術者 ｄ 不足を ｾｍｩｬ 、に火 の諸鈷がＥへ得る。

共の l は各位皐校建築聖書やlへの係I tl生徒数の増加lである。これは現在来年度橡算案編成

期であるから撃を子大にし、岡家、 1ft 牒に警告を興へるべきである。

共の 2 は土木建築業者ーが自力にて技術者を養成すること機械工業家の如〈すべきであ

る。これには業 l労の性質上、建築業者が皐備に之を経倍することは困; 持てずある。大 きな業

者が聯合して高等ＯＩ、製卒業生 ｾＲ 年、 ｲｬｾ 肇卒業生を入れ ｬ 年位の技術者辿成養成機闘を試

りることである。

その 3 は臆召者中の建築技術者ぞ軍の建築技術官? こらしめて、人物の経摘をはかつにら、

如何か主考へる。これはすでに行はれてゐるのかも う':11 らな いが、一考の飴地はあらう。
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防空模範街匝防火改修の完成に際して

;j公 井 清 之 助

令

現下の岡際情勢に於て我岡部市の現ilk i<' i鑑み るとき、都市の木浩建物I : ' 防火山に改修す

ることの如何に緊要なるかは今克述べる迄もない。既に本年度に於て我闘重要都i l1の木造

建物を防火改修せしめる篤に百高閣の岡崎i柿助金が交付せられること〉なってゐる。大阪

市に害IJ 常てられ仁金額も 三十寓限! と決史し 、大限市併は、| 司制の i li の支I i JJ 補助金を議決し

?こ。

防火改修事業は市の防空J十置として決定し? こる防火改修区域内に於て 、防主建築規則の

随行と併せ貰抱せられるのであるが、そのn韓的方法は防宗建築規則第四僚乃至第八僚を

準用せられること〉なってゐる。

防主建築規則は本年二月十七日に公布せ られて、四月 一日から* 京市にのみ泊f I j があっ

すこ 、その| 祭大阪ili にも蛍然適用あるものとして準備が進められてゐ? このであるが、各世の

事情17依ってそのー泊肘が延ぴ延びになって遂に七月プ. 十日の内 f;ry符告示に依 h 八月一日

から六限市外十七都市にＭｾ普通別せられることになっ＿こ。同ｾ見則の適用にｻボり将来建築せ

られる建物が防主的に建築せられることは首然である 日 、既設の建物が改修されなりれば

現紙の木浩都市では到底主の脅威からまぬが れること は出来なし、。特に焼夷弾針策 として

は木造建物を 、より防火的に改修することが急務であるから、同規則中の木逃建物の防火

に闘する規定のみを準用し防火改修事業主7質施しゃうと云ふ方針が樹てられ1: のである。

既設の建物に改迭を命す・る場合ゐ市 ｩ 有地建築物法閥係では法第十八僚の ｪ 弘元ＺにイＧｻｾ I):J-l';の

損失を補償する場合が限' むされてゐて 、防火改修の塩ー合の如きは損犬の柿{ 貨をしなくても

質施同ｾｉｩるのであるが一一防火地区指定縫更の場合 、 従来の建物に除却又は改築ｾ命じて

も損失補償はしないことになってゐる一一部市の民範囲に亘って木造建物を改修せしめる

需に岡家が無償で貰臨することは如向に都市のｾとは云へ不趨笛であらうから 、 ｼ必ｩￏｬＱｦＱｲ ｩｊｊＩｊ

金並に市の補助金を交付して勘奨の上、可及的迅速に事業ぞ完成する方法が選ばれTこので-

ib る。

ｾ＠

大ｼ双山建築課では 内 務行の指示にｦＺｩ＼り 、 時 Ｚ Ｊ貰 ｉｪ￻ｩ せられ る ｾｪｪ 火己主 Ｇ ＱＱ まのＱＱＮ Ｍ 観的方法及工事

ー 費等に就いて必要なる参巧資料を作る需に、本年三 ｊｊ か ら ｰｪｪ ＲＺ Ｑｾ ￭ ｊｻ ｴｩＱ Ｇ ｬｩｪ ｨｬ 買のＺ斗 ｨｾｾｈ ｩｻに靖子・

し＿こ。共の模範改修街医は ＱＨＺ ＱＧ、 ￯ｬｩ 、 ＱＱＱＱｾｂｾｈ 術司令部 の 閲係行が再度の協議併を開催して決
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定 しに十四 年度以降新下すべき改修阪J &1-1，1  JI .t1' :7J に改修を Nする二 1，¥i .: H'I' の佐々 - ' jJ1j j，; {. 力: 選

〉とされ? このであって 、 ‘は最も ￯ ｬ ｪｊＮＨＺに円につき弘〈且足場内よい 三 越ＨＡＱｴ ｉ ， ｩｩ の ＱＩｾ￭ ｴＡｬ ｊ の ー イ勾

区、他は市問中勝校のrfifi !l Jl乃電車j[i ¥りに Jをする・ ーイ酬がである。

手 くで防 空機 純 情医懇談千＿を間ぃーし弐屋月 ｩ 計者 ｬ こえ日本 ｰｽｪ 京協 ｦｲｬ ど Ｑ ｾ ｬｩ かＨ［ ll) J成金の交付

ある見込を説明し、改修工事脇工( 7 ) 及訟を得fこる f丸 山 、': bi 窃-}J して防火改修工事設計tこ

若手し? このが三月十日であっ? こ。

本計輩の質施に官; って事業の岡市・i" t閉する筋 、建物所行者をして紹介を組織させること

が有数であらうと云ふので 、 大 ｼ 収山では防 ｊ ［ｾ 模範街区也成規程を ＱＱ ， ｩ｝Ｚ 七し、情医の位世、目

的、方 法、組合の組織、改修工事賀- 及工事目立骨に閥寸る事項を' " ｾｬｊ ｊ にし＿こ。かくて防定模範

何医の組合の結成を見、組合と松本、j 組との1mで防火改修工事に到する賞賛政算契約が成立

して五月十七日から愈々改修工事に着手しにのである。

ｾｴ の後大日本防空協千＿では「防ＵＺｾ重要都ＱＧ ｉ ｊ 内池蛍なる場所に防ＲＭ￯Ｚｾ模範荷医を造成せしめ

木浩家屋の防火改修の兄瞳的方法及必要なる防主 砲ｾＮｾ等に就き泊切なる知識を 了得せしめ

る」目的を以て工事費の七筈IJ ( ーケ戸斤八千開以内〕 の助成金を交付し 、建物所有者組合を

して事業ｾ執行せしめる様、地方長官宛依 頼 ｾｊ｜ ￍＢ護送し ｔ こので 、 現ｻｉＺでは存地で防勺討矧 ｲｬｾ

f苛辰也成の事業が進捗してゐるのである。

改修の方針としでは、 将来全市の木造建物を檎続防火改修する僑に事業には支障を司王さ

ない様次の諸賠を特に考慮し? こ。

l. 居住者に出来得る限り支陣営衆さしめないこ K

ＲＮ 地方的緋色ｾ失はしめないこと

3. 必要資材{ f 可及的節約使用すること

4. 耐火木材を使用しないこと( j ] i i ' 91( e 蛍地方に於てダ走入手11 ｾ来る時期には［ｲＮ［Ｚｲｊする〉

以上の方針を基き防空建築税見 ｉｊ 第四保 ｽｊ Ｓｉ ｾ ＧￇＯ｜Ｑ �Ｎｾの悦うとに準じ、ｉＱ ｊｉＧ Ｑ 年秋大ｼ双山で貰ｉｪｩ［Ａ

し? こ大1¥反騨前火災質験の結果を? 参!1(1，lノで立案施工せられにのである が、! な将司七照明nrJ に隙|

滑且適切に、防火改修事業ｩ＾施行するｦＮｩｾには、 ｊ 件聞の事 Ｇ Ｑ Ｉ 守主ナゴヲ ｬ 台Ｚし ｦ こ計百 ｩｳｲ 樹立せねばな

らぬ。

<> 

防火改修事業の施行は! 日、市協力して助成促進を・計るこ t になってゐるが、防火改修阪

i或の決定、有IJ 助金の交付並に改修工事 l二附する芭援の指導助成はi!i に於て之を行ふこと lこ

なってゐる。近〈大阪市木造建物防火改修有n助悦祝( 大1; 反r! i像令) を公平fi し、愈々十四年

度の改修事業に着手せら れる、 その補助金額は街区改修の場合には改修工事費の三分のご

以内、且改修商坪宛四園( 一市平均〉以内であり 、各戸改修の場合は改修工事費の二分の一

以内、且三 岡以内といふことになるで あらう。岡純純情直の工事賀' より推景・す れば一本年度

のみでも 、大阪市では改修総工費六十高閣を iをかに超過することであらう。その施行にあ
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? こつ? こ市では設計に、現場監督に相官多数の建築技術者が要求せら れてゐるのである。然

るに建築業界の多忙 し 岡 民徴用令の褒動lこ依る若き建築技術者の臨徴は極度に 人材逼迫

を来しつ〉あるのであって、この際改修事業の迅速なる貰施の需には指導管目撃tこ於げる組

織の境改等に依り人物鰹桝を充分に留意せられ、人材の有数且油切なる活用を希望し、一

方民間の建築技術者にもこの事業の鴛に協力を仰がねばならぬが、特に業界 iこ多大の功績

をのこされ、既に引退せられに各fo : も陰に陽に協力せられることも亦重要であらう。

更に工事施工者である大工業者、左官業:若等の防火改修工事の認識と改修技術の修得も

講ぜねばなるまい。

建築材料方商を顧みれば、薄鋼板、網入ガラス及石綿板は何れも入手岡邦lなる資材であ

れ 鍛鋼は必要資材として極度 lこその使用を節約せねばならぬ。耐火木材は現在来京に於

て二合枇が生産してゐる程度であって、開四地方では米? ご製造工壌を持? こね開係色、大量

の# 1 : ・給は不可能である。従って改修工事も主として没土、漆H食の類及各部不燃板を使川し

て賓施せねばならぬ。更に是等の材料の運搬方法、 ｦ作作年午 業場の選定空令等 Ｒ手［各脆 の ｆ区悶 ｾｉ ｊ期即

れるが、その具睦的方法に就ては今秋大阪市で開併せられる六大都市MC一同建築併議で防

火改修貰地方法として論議せられる筈であるから、充分の御検討に依って禽杢の策 を時志

願度・い。

家居所有者の出資は最低改修工費の三分のーとなってゐるが、模範街阪の貰以よりすれ

ば既に相官防火的に築造せられてゐる中心部の何医は改修而坪宛六関以内で施行出来る が

共の他の阪城ては桐嘗な負婚額となるから、支，Ｇ Ｍ ｪｊ， 岡ｾＡＱｴなる家芹Ｚ所有者 ・も ある。更 ｬ こ現有 ｩ 係

等中であって建物所有構者の判然としないもの、叉 lま部分.'i 'J に所有権を異 lこする建物等も

あって、事業主? 岡滑l 二、援急: に[ 悠じて順次改修する訴には I合融の方法迄も斡旋しなげれば

徹底し fこ改修事業の貰施は六かしからう。

工事前負に就ては特に修給仕事であり、日完査な投合1- ;をな す暇の無い本事業では、 一般

入札、指名入札等を避け、簡草 ｩ こ ｅ 迅速に鈍行する方法はｾへねばならぬ。建築協併では

既に七月五日都市武装委員千? に於て、防火改修に附j寸る応談合を 問f1 Hしネ以二本事業の軍要

性に鑑みて工事前負方法を中心に論議せられfこ。 その席上、改修専問の令請f: の創立、又は

土木建築業組合聯合令の請負人 ｬ こ剖沌地工せしめる方法等が ｴｾ 識せられ＿このである。

ともあれ、都市建築物を更にーj音防火白人j に一刻も辿かに改造することを促進助成するこ

とが、我が日本建築協合の指導方針であるとすれば、今 その筑運のrw成せられてゐる現下

に於て一層積極的なる促進運動に過準せらるべき時期ではなからうか。

ｾ＠

防空模範筒匝の防火改修の概要及改修方法を述べ、{ 月二せてお l冥の説明に依って改修の貰

欣を御知らせし度 い。

IX 6  



街 匿 の 概 要

時場防‘空模範街底は東区高麗橋二丁目 ＵＲｾ ， ＶＲ 、伏見町二丁目 ＱＭＶ の ー劃であって

区域面積 1362坪

区域内建物は

木 造 家 E主 15棟 23戸 建坪 742苦1'46

土 議 15棟 主主坪 233，65 

餓筋 コシクリ ート 遺 3棟 3戸 ｾ坪 50，84 

合 計 33棟 26戸 1，026，95 

であれその内改修施工せられ? こものは、

木 造 家 屋 13綴 18戸 建坪 170坪00

で第一闘の如き配置になってゐる。この街医は市の中心枢要部であり、 主として商抗力: 櫛

比し、 一 戸 建 多 い 大 部 分 が 塗 家 で あ っ て 、街院内には土臓や餓筋コンクリート迭の建物

が遁賞に散夜して 、是等の聞を縫ってブロック的に改修し? 二、従って改修部分/ J ; 砂くてがi

ん?ご。

市岡防安模範街阪は 、j港佳I慌高市岡元町了

i医瓦域商積 4特93士坪干

l瓦域内建物は

木 造 家 屋 B-陳 28戸 建坪 348坪1

で共の内改修されにものは

木 浩 家 屋 7練 27戸 建坪 341坪3

で第二岡の如き配置となってゐる。この何医は木造長屋が千百集し、その多数はtl: 家であり

叉 河川に狭まれゐて地勢上市の中央・部とは留に、ご三の橋梁により連絡せられ災害時には

避難の相官同期なることが橡怨せられる所謂厄険地帯で、ある。而も大部分が貸家で、絵家

と し て の 程 度 も 低 し 建 築 費が船場に比べて低廉であるか ら、建築物の防火度は低く 、従

って改修市[ 肢も大であっ? こ。

改 修 方 法 の 大 略

各棟待lこ防空建築規則の適月] 部分の外町、軒、JJ' E、戸袋共の他の突H-l11St 及閉口部lこ付て

施工しTこ。特に塗家の形式を採J i j して成るべく木部の露出を避ける方針で改修せられ? こ。

袖f'，f及高; 堺を利用して、共の後方の部分に付ては，"H来得る限り防空建築 説則前五僚の規

定に依 る 軽減叉は免除の方法を ｊ 宋 ｭ し＿こ。即ち雨 ､ｉＱｩ の妻に袖慢を設り、 ｦｗｬｩｴｩￎ 隣地境界中 Ｚｊｾ か

らの適用に閥しては建物の前商、背商にある関口部、一階軒裏及一階外壁の改修は 1陪i成叉

は菟i除し?ニカヘ? こ Y 二階軒裏及外壁の部分は特に延焼の危険が多いから特に支昨ないもの

を匹余い ては改修施工し? こ。

第一時背面、裏庭に商し? こ部分の軒開口部は改修の最も岡英trな筒所であるから、裏，庭周

囲の高塀を改造して防火壁の代用を需さしめて改修をしなかっ? こ。

7  J X 



向隣地の建物が耐火構造若は土蹴i 1 ! i である場合は防火_ I - . 有救出情1昇と見fM: して 、法令に

l白i する部分も改修を免除し? こ。

I X 8  

最後に改修方法を代表的な各部分に付て 、説明すれば次の様である。

萎 慶一一在来の焼板張り及邸主最等{ f 取り除き在来のJE墜の上 lこ、柱百4前近庇墜 cr 塗 ) 2皮訟の

ーと、中塗、上壁の順序 に大壁漆喰仕上げの改定でみつ? こが、梅雨期がぜ土つれので設計総i E して

金網毛ルタル大庭塗とし 1: 。

萎以外の外壁一一在来の焼飯の胴綴を取除き在来に倣って漆喰仕上げとし i: 。

萎銀羽一一在来の破風下端湿りを箱にし最頂部分は船底形とし、下地* - 摺打ちのうへ叉はさ更の子竹

のうへ、小舞壁漆日食塗と同様 に仕よげ、W 3 糎とし7こ。

軒 裏 一 一英の - 0 軒天井を作り 、漆喰仕上げとし 7こ。

其の二。在来の大阪の塗家式に鰹化粧漆喰塗仕上げとし 1: 。

袖 盛一一一階に 於では地盤面から軒下端に注せしめ漆喰仕上け' し、腹 3 尺高迄は人造石塗等の jJ ・

上げしれ。

二階では、一階屋根面か ら二階軒下端まで主主せしめ漆喰仕上け' とし 1: n

塀一一下地は壁土を使用し、片側主主壁漆喰塗仕ヒげ、片側モ T- tJ ; t - 塗大略仕上げの吹定合、変，.17;と

同じ理由で、下地セメント宝石を張。立てモ ［ｴＭ ｉｊｊ ｴＭ ｾ 金大壁 仕上 げとし Ｑ Ｚ 。

関口郁一一耐火木材が手に 入り基弘、，mlこ、出入口 、祭の防火戸には不燃恢( エタナイト、モリノヰ

ト、へキ F イト の煩〉張 b‘のムセメ y トノ ロ捻 き仕上げのものを使用し ./ : 。其の他ill;i ，用ffl 隠滅さ

れに関口昔日の雨戸、窓称、建具等には耐火塗料を塗布すること、し 1: 0 ( 14. 8. 16)  
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船 場 防 空

第 1iJ;ilの 1 ( 改修前〉

1  1  51}/; 家屋妻略法板張り( 1 名在り〉

Ｑ Ｔ Ｕｴ ￮ｾ＼ＺＧ ｦ，量Ｉ［Ｂｾ 側 λ ｴＱ Ｕ 成家屋ｊｩ ｦＱｬ ｜ｬ ｬ の状況

第 2図 の I ( 工事中〉

9務 *1則、日 放 丙11¥11、針 隣 妻 時 及

i官DI の 塗 H也を? jfj ( 除き〈蛾籾[ 主主見*

より友官 化粧 ) I ラスモ ルタ バJ 塗り

のr- - J- tl! 施 工中 り状況

模 範 街 匡

、¥

第 l 闘の 2 ( 改修後〉

Ｑ Ｑ Ａｪｽｩ［宋昆妻ｾＦｾ立板張り取除草 、 1: 

地「ラユ J 張り H 、 モルタル」ド塗り

漆日会主主[ 士 1-- げ、 13鋭 、 Ｑ Ｔ 獄家毘 ｴ ｊＧ￭ＺｾｩＧﾭ

に防火塀 新設 の 状 ぬ

:ili 2闘 の 2 ( 改修後〉

一¥ 、-4a

-
f やT

い，_ .

-一

妻賢は「ラス ・モ ルタ ル」塗りの 1-. .  

漆日食塗 IJ j士 ヒげ、軒 . %は木惚 漆l由主主

り1: u-_，.r、:二階袖肩書新設 の状況

1  1  IX  



I X 1 2  

第 3 闘の 1 ( 工事中〉

10披家屋表側、在来板張り取除き

「ラスモ ι 9 ル」塗 1'- 地オミ摺( 中食〉打

上げ及 3 罰活家屋哀物置在*;仮張取り

除き 、漆喰塗ゲド地木持? 打上げ後の

! 伏況

市 岡 防

ｾＴ 闘の Ｑ ( 工事中〉

pモ=

=  

3 務家屋妻媛、在 *;防長 り取| 徐き

「ラスモルタル n 塗、施工後及在 来

納 略( 二階〕安積1]板張り取除き補修中

の状況

J，fd 図の 2 ( 改修後 〉

10獄家屋主主時(XI ラスモ ，_ タル J! 金

の上漆日食塗仕上げ、路地o横断して

防火塀 o新 詑 lH人 μ には木fi' 雨面不

燃仮張 I J Hモ J :- c  ｊｾ＠ j  1 ノ ロ J Ｚ，ｾき

jj ムげの| 坊火戸釣il:， h の状況

模

下二;!

範 街 直

士ごニニゐ闘でe ? ?

tP.; 4 凶の 2 ( 改修後〉

三袖wuえ妥蛾視は漆喰塗り{ 士 l二げ、

二階智也些担ム謹互塗土、一世

家屋二階羽i日産新設後の状況



:五 5 闘の 2 ( 改修後〉

妥訂正「ラスモ] ! - ，9 ;L- J 塗i土ト

白人 蛾 澗二 階 朴 可 及 軒 完 全 部

木 村 ＿漆日 ｉ ￚｾ 会 り ｦｴ 卜げ 、 干 ＱＺ 長 ｫ ［ 阪

訴 え' 宅金堺 ( セメン トy.-c貼りの

IJ モルタル」治〕に改修せる

状況

そ，

第 5 聞の I ( 改修両;1)

5説家屋、 従来妻板張り J[ : I.除吉

中 ＳＲ 側 Ｗ 二階窓及 ￵ｬｩｬ｟Ｇｾ の状ＰＱＮ

6競泳ー屋二階妻にまsI墜なさ状t J L

第 6 闘の I ( 工事中)

々 減家屋 、露ｾ在来 板塀

i収除言 、E全勝ド地施工中、

二 階olffJ I 漆喰塗り ー|、地木f，t!

打 l二げの状況

3 務 家 屋EZ側- .:..['活肝3i i窓

口氏塗1) ｉ 、地 Ｍ ［ｾｲ 州 Ｑ｜ 主 し で ｬｦ ，

殺げの状況

1 3  I X  



I X 1 4  

第 7調の 1 ( 工事中〉

Ｖ ｾ 家屋妻 感在来板張り取除き 、

「ラスモルタ ル」塗ド地打の状況

7 盟主家屋、在 来 塗 家 溢

1.s 6  I過の 2 ( 改修後〉

ｾ妥周悶塗塀Ｈ セメント

武貼り の t f モルタ J t . J塗軒

良 、蛾司司漆日食塗り {士上 げ、

二 階塀端 にまJU望 新 設、 3 就

労4昆H: !1. f漆日食主金 り仕 ur、

妥 ｾｨ 袖箆新設の状況

第 7図の 2 ( 改修後〕

6減家 屋 一、二 階 袖Jll 新 設、二 階

軒ｾ永摺 詰 長日 会塗り 仕上げ 、 7  Ｓｊ ｊｾ 家屋

一階袖壁新設、二 階袖墜補修一階折

衷木摺漆除塗上げの状汎



第 8 耐の 2 ( 改修後〉

外M、:t OR板5長り取除 き

「ラスモム5 ' ):.. J主主り仕上げ

蛾 初 氷 摺i祭日食塗り 仕上げ、

3盟主家昼夜伽1]二階物自主主B !主

主 ｾｸ 板張のｻ命峨初及軒 Ｓ 草木宿

漆喰塗と仕上げの状況

第 8 薗の 1 ( 吹修前〉

2  ｾｩￆ 家昆 、 Ｕｩ ｦｩ Ａｩ Ｑ ｪ 二

階の状況

司 も

.， 

1 5  I X 



I X  1  6  

員 ｾ Ｙ 函 Ｑ の主Ｈ改修主主〉

在来のｊｴｾ塀ｾ塗ｬＩｴトＨ七メ

ント宝石貼りのよ「モル タ，.... J  

E金〕に改修、 健所目安初氷T. 哲

; 安喰E全り仕上 trl の状況

主t 9 闘の 1 ＨＱ 次ｉｩ ｾｾ￭ｪＩ

長屋*1ll! 1、5 ｾｾ 、 Ｖ 減 問 便

所汲取専用主主泌に於げるギE氷

の阪訴の状況
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I司
度 地匝五 モ: 百 質 居

( 私のノート から)
伊- 日泰 甫

百貨 j占の混雑は今に始つ? こ41:;-. でもないが、最近何繁栄振は特に悲しいのでな し、 かと 思は

れる。 i時買力 も相官に旺僚の践に凡える。[ f o.下v ) 住宅密11・同様、之 も亦非常 時局的 なー現象

であるかもｾ， ｉｉ れぬ。そ の起 因すると忠は れる虚は 、人口哨 ｽｊｉｉ 、 インフレ 、 車市景気・ ー ・ 代

JH ｉ ｦｾ の 非耐久性、消費 節約の奨励による消史Ｇ慾の促進 、 時局的刺伎の多たによる食慾の上位

進ハテそんな事もあり得るか女11 ら。

もともと百貨 ｊ 占は資本主義経前の生んにノ ｪ 、 克服究訟の ｟ＮＩｊＧｾ 式てーあるが 、 その経営が大勢 ｴ

{ t > 釘象とする E泣から人口とは密接な関係を有す るb のであって 、人口 100. 000 に封して |

自の割合で経営が可能であると云はれてゐる。従って最も郁子' 7(1りな業態の一つでーあらう。

又 、百貨庖は民衆生活のパ ロメターと 云はれる。それはその経 J訟の方針上、 あらゆる手

段で民衆を引付り( こ の結で百貨応は一括の行柴出闘でもある) 院大な珂場に導いて民衆

の粧術生活の商は勿論、共他種々の生活函にJ妄備する故 lこ斯〈去はれるのであら う。

従って 百貨応と いふ ものは 、 その立地とし てifl) ¥:''f .. -:) R¥:出iE交辿の rt 心地が選ばれ、高悦な

大 阪 に 於 り る 高 居 建 築 物 調 夜

用 主会 |オj倣

ｾ＠ ，民"" 
晶F、」、I  

街 1. 2  2. 7 3. 3  1. 32 1  400 

尖 皐 校 15.1 70. 7  3. 3 871 264 

E主 病 院 4. 5 5. 4  3，8  713  18S 

築

ユc f山 I.5 2.1 3. 6  777 204 

吾主 務 所 26，1  26. 2  4. 5 634  141 

H話.

百 貨 底 1. 1  14.  5  6. 9 8.  454 1. 225 

霊長
商 庖 26. 3 9. 1 3. 6 220 61 

B主 官官 0. 5 1. 9  3. 9 1. 564 401 

ｾ＠ 念 庫 2.  5  1. 8 3. 5 459 131 

劇 穆 及 ) 4. 4 5.  7  3. 6 814 2. 261 

築

活 動 潟 民 館

3主 イ也 0. 6 2. 6  3. 5 190 542 

:J;t; 
工 当喜 11.5 5. 2  3. 4 312 92 

住 宅 3.3 1. 0  3. 4 196 58 

イ也

英 イ也 1. 4  1. 1  3. 5 475 136 

A日、 官十 100. 0 100.。

註一一昭和十年、都市計箭大阪地方委員舎が 3 階以上の建築物につき調査ぜるものでめって

百貨庖が棟倣の甚t:' 少さに関心十、その階敗に於て叉商績にj冷て、最も代表的な高層

建築物なることを示して居 る。
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土地に庚大な貰場面積を得んとして高層化し又顧客吸引の目的からも建築の美槻と高度主

に考慮: が梯はるべ きもので ある。

恰も、昨春改正の市街地建築物法第十一僚に「主務大臣必要ト認ムルトキハ高度地区ヲ

指定シ 、 ソノ地匡内ニ於ケル建築物ニ付高ノ; 最底限度若ハ最高限度ヲ定ムルコトヲ得J e  

ある。此の高度地区に闘聯して、斯〈も高層建築として最も代表的な百貨庖に関する私の

ノー r から、その経済的な高度の考察に便利な資科を提供しよう。

先づその土地主主に建築に回定せられる資本の償却を? 考へなりればならぬ。即ち

( 土地投資額の複利法による利子 ) =  

( 地代中の年償却額の積立年金法による元利含計〉

( 建築費の捷利法による元利合計〉ご

( 家賃中の年償却額の積立年金法による元利合計〉

と考へられるから 、

建 築 資 ・ ー ー .• X 図/ 主F

地 償 υ ・... . . Y 図/ 坪

地 代 家 賃 ー -ー Z 回/ 坪

( 家賃及その[ 武却額0 ・・・… Zx， c( Zx 

内正翠{

l 地代及その償却額. . . . . . . ・. . . . Zy， sZy 

ｾ築面積ー .•. •• a 坪

敷地面積・ ...・ .. A 坪

階数. . . . . . . . . . . N 階

年 利 廻 ・ー・!・ y

償却年数ー. . . . .... n 年

とすれば上述の閥係は、

(  ，- "  ｟ Ｎｾ ｮ＠ ，1  "， ( l +y ) n_ 1 

Y A  {  (1+1' ) " - 1  t  = sZ 一一一一一一ー1  l l ""l - U  - 1  J  = PL. Y  ( I +r) ー l

( I+r ) n- I  

XNa ( l +r ) " = c( ZX一一一一一一一一一
( I+r ) ー l

此の二式より

Z= Zx+Z v =y  f主出 . 1.担-r)n ームヱ主 l

J  I  l  c(  - ( I +y) n- I  '  s  J  

主主で敷地ド商業地域であるから、

( 1)  

• ( 2)  

a  =  O. 8 A  .. . .… - …  ー ・・・・・ (3)  

叉、悦- 却年数は銭筋コンクリ ー ト遣であるから構造的には相官耐久性があるわけピが、経

済的償却を考へて

n  =  30年 ・・ぃ ・・ 0 ・ (4)

とし、此の頃の閤家総動 員法 に於 げる ｾ ｩ･ 首 制 限令もあることであるので 、

I X 1 6  



。 (5)

を採る事とする。

嘗て、中 IJ、商業者主百貨庖 t の主J立問題で東京rl1の陶工令議所ーが東京市の尚工合議所 が

東京市内の百貨庖 の経情調査を行つfここと がある。至宝tこ夫 ' 5 : ' 採録するならば、

r ニ O.00 

!摂 盆 | 純 損 金 回 fw: I  

10斗J 三L - u - J とと|

営苦 Ｑｾ 1;(. 資質差金入f土

24. 0  75. 0  

阪 賀 高 100

に鞠寸る割合

L三竺_1

I  3. む|

而して その営業費は 、

がl 保自主事!

泣! 主出主
|地代家費 | 防波| 対

I  0. 95 I  ＱＮ ＱＴ ｬｾｾ＠ O.Oi 

と示されて居る。即ち地代家賃に支出される金制 l立版賀高の0. 95% なのである。

ところがこ の版賀高はその百貨応の' 若葉の方法によって一様ではない筈ピが大世に於て

4. 39 瞥 業 費 内 館

はその 16の賀場面積に比例すると云はれてゐる。即ち西川清二郎著「数字が示す陪j 由経営

法」に示されて ゐる統計から ーた龍三た闘の犠 1j . 結果が求められる。

第一IQI による と

p=  ( 0.  9q-l- 900)  q  

p. .. .. ・販 賀 高 ( 図 〉

E

村

田

市

右

折

時

間

ふ

男

す

同

CJ' .... ) 1 : f 場面積( 坪〕

なる闘! 系のある こと が知れる。従って地代家

賃 に支出される全額 Z は

0.95  

Z = V

10 0  

( 0. 9
q十 9000) q  

然る に貸場商院は延商韻の50. 9' . 7' 程度のものが

ii まも多いと去はれてゐる。{ 1 f. . ってヒ式 は、

A 2.000 f，MJJJ 
者 喝 土 中 訟 の

図

/  

/  

第

肉

可‘ 0 0

4-; 00  

o'l 

? い0

2 号。。"

126 月

:'_  1，0 0  

ｾＦ＠ 'l 

ｾ＠
31 

( 6)  

O.  95  ， ｾ＠ ｾ＠ N  

Z = 一一一 ( 0. 9 ｊｾ｡＠ -1- 9000 一一一
100  ｾ ｖＮ＠ v  2  

又地代家賃に於げる償却部分の割合 lこ就いては大阪に於げる公訴が大凡、土地開係15%

その他に修結14' 保険料等を家賃の15% と考へて弐の隊に家屋閥係10% となって居るから

限定する。

0(  =  0. 75 

。=0. 85 ・・ 0 ・ 0  ・・ ( 6)  

さえ に百貨応の建築費であるが、之は昭和H- 二年度の陶工省の調誌によると大凡

X  ］ ＱＰＳ 国 Ｏ ｭ ｾ］ ＳＴＳ 国ＯＺ坪 Ｑ ・ Ｐ ・ . . " .，，， .・・ (8)  

1 7  I X  

なることが示されてゐる。

以上の ( 3) - (8) を ( 2) 式に代入して次式の様な闘係が得られる。



O.  00137N2A + 29. 773N- O. 07 X= O.・ー υ ・・・・・・・ ・・・ ・( 9)  

即ち百貨庖の階数し敷地 の地慎並に商積と の聞の閥係が示されるわりである。この式

全闘に よって示せば第二闘の様になりそ の聞の関係が明瞭に理解されるこ 主〉思ふ。

合

tt'! 

第 二 函l 香 今この間によると、地偵 2，000闘

川1---t----<---+-I一一← l  ; t - +- 1 i せ の 土 地 時 て 1，0卯坪の敷地 問 て

3  百貨庖の経営される場合 4 階以上を

伊 ιi ｾ＠ ｾ→ふゥ会Ｏ｜ ¥ ｾ＠ p宮 必要とするもの t 見られる。又、逆

な に 4階建の百貨 j苫が営業して居って

吟 時 十 2 7 λ 幻 官、 、 シ 子 、 ¥ 、J 卜 相首の成績を;怒り「て居る土地であっ

て 1. 000坪の見文地であればそのよ也僚

は 2，000回程度の憤他があると渇へ

てよ い1: らう。

以上は高度地区に到する考奈のー

資料ともなれば、 主幹ひとい i 、丈のも

_.  10 0  

s  
のfごから例によって結論は、全べて

ｾｗ 持諸氏にあ ー まかせする つも りで あ

る 。 ( 昭 和 十 四 年六月)

4官 '

ｾ＠
'" 

100 
も国 I"bv 

ーー』 ー ｾＭー 伊ｾ一←｟｟，｟

ＺＮｾＮ｟Ｍ，与。 ‘、

事い吋笥 t山 中

J X 1 8  



軽 版 構 造 法 に よ 3 建 築 施 工

鈴 木 忠 五 郎

は し が き

昨年 12丹、置く話白〈氷柱ilil に長 〈なる 寒風の内に突立n I 事を開始し、正月にはi走平外

Ｗ Ｑ 予を整へ＿こ。［幣異的な ＩＱ 予肢を持つ建築物が世人のｮｊｾｾ向げしめにものである。

場所は参宮急: 行電車にて八尾を過ぎる頃山はレ ールに辿る。大和川の餓橋を渡れば右方

の山の「ド腹に霊祭えにつ建築群、型破りの異様なヨ与が見 える。医| 分際に下車し僅 2 mTi 徐り、

本モ 戸 ラ土建研究所の質物を以て世間に自分が十ヶ年の研究によるモ ーラ式構造、即ち較

ｬ 仮構造の良債を訴」、べく工を進めつ〉ある 姿であ る。工を起して約宇年、漸〈也 Ｍ 聞 の ｮｲ ｾｾ

引〈ことが出来始め? こ。

撃者、好事家、請負業者、ジャーナリ ス ト、土木関係者、道路開係者、防空関係者、臨

海軍の聞係の方々 、 訪問客日に数名 、 数 十名 ｬ こ ー ｉ ｾＮ りつ〉ある盛況である。ナマコ形をし＿こ

モーラ式構成緋j の製造工場は 、幾多の現11闘を突破遂 に工場として認めら れ。更に大阪府脱

建築課は、ア ーチ式による il 霊版柿浩は無計算で認可してやらうとまでの助力が受げられる

慌になっ? こ。

本所長高岡石松氏 の喜びゃ如伺ばかり 、 嘗て狂人として世人から白ｮｊｾｾｊ￬されに同氏の現

在の心境や如伺ばかりであらう。

安{ 貨な且つ簡易な 、亦強iz阪な 、耐lJ武耐震、地震時に外に逃げ出さねばな らぬ と云ムノj 、住

宅を 、災害時には無意識的にかけ込み得る 位宅を先つ興へ献ではないかと 云ふのが本殻明

者ーの意志である。動物は皆その集に安子るもの 、人11Mごけが所有も出来十、亦安心出来ぬ

とは情けなくなると云ふ考をなくし? こいと云ょ、執にもある。

本渡明は畏〈も 、秩父宮地裁の宮殿下より進歩貨の拝受するの恩典に浴しfこのである。

本人は進歩賞 ・ ｬＢ奔受するや、この殻明ｾ死離するは国家の需に不忠である。これを早〈賓

現せねばと決心せるも、官時単なる思想、であり、モデルである1氏の百一|罰: に散も 参加助ブJ す

るものも氏に依頼するものもなかっ? こわりである。氏は此鹿に奮然立ちて私財金投じて、

之が貨物構成に闘分 の ｪｬｬｩｾｪ ＡｩＦんで工を起しにのである。この地は幸にも 、市 街地建築物法

適用以外の地なれば氏の手腕を充分に殻揮し得Tこわりである。

筆者 、氏の研究を助力する の光柴ｾ受り 、共に その工を進展しつ〉ある現在 、 その 一部

を護表して御指導と御批判に興り ｦ こいと思ひ 、 寓買を立つ に略解 ｾＩ ｊｉＱへ て見ましに。

御闘に留められんことを新る。

1 9  IX  



軽 版 構 造 と は 何 か

モ ー ラ式構成 Ｊｾｪｾ 構成ｻオーとして 、 その柿 ｬ 助材としてモ ル タルを以て鍾塗りし＿ こ ものであ

い網が 必要 になる。 こ
第 l 闘 モ ー ラ 式 統 「ふ 仰 の 図

の賠モー ラ式構成網は好都合である。

号 ー ラ 式 港成網とは

之が高岡 氏 が特許ｾ得 ｔ こ もので 、 メリヤス編同様の編み方ぞ餓紘を ｭ ひてやるので 、 エ

ンド レスに悶筒欣に編出される。メリヤス式なれば無限に長いものが編出さ れ る。

運搬を考へて 、 現場編出しの方法 ｾｭ ひる乙とが出来る。即らトラック に 製網機を取付

げてを η ば 、 現場の立木又はその他の支桂にエンドレスの一方ｾ錠着せしめをき 、 トラッ

クの 走 るにつれて，網ぞ編み出ゼばトラックの走る＿ごり品 ｉｾ｢［ 出来るわけである。 巾 もエン ド

レスの 内 径を凌更すること に より相首長 ｅ い ｲ ｬ ｝ の正のもｊｪｾ ， 取るわりである。現在のは 巾 Ｒ Ｎ Ｕ ＱＱＱ

を普通 としてゐる。用ひる織かil は、零番線より 30脅までも自 rLIなるが 、一般建築橋梁には

8 呑が手頃 10番 6 需が用ひら れ る。

号町ラ式構成網 2コ特質-

①一部餓紘の l波i哀は全謹の1政裟叉 lま強度の盛夏伝来さな d 、。

①一方には容易に Iさき込まれる カ; ｲＮ Ｑ ｾ 々他方には蛍 ｊｦ｢ しな い 。

③モルタルヤ網目に取入れ充分に成型する。

Ｘ 番線 巾 ＲＮＵＱＱＱ 長 ＱＰ ＱＱＱｾ ＧＺｊ Ｗ 商坪霊長 Ｓ Ｕ 宮 内 外 ｾ ｉ 毛＿とし ￯ｴｩ 場形としてゐる。

JIJひら れ る餓網の日は I J之内に7- 8佃 のメッシユがある。

程 版 構 造 の 原 理

全臆式、立 髄式のJ.ill li 命力; 生れてこそ 、 この構造の湿度計算が可能 とな るわけで、併し未

亡充分の墜令認可の案があるわりではな い。

I X 2 0  



筆者の目的とする庖は担論そのものではない。高一災害を受け? こる時の階段11)( 況を想像

しになれば、 [1堅版は惨害が少い l怯j 時計算でよ いのではないか等とも劣へられてゐる。

只モルタＩＱＮＭのＡ￦ｓ縮強度 ＲＰＰｫｧ Ｏ ｣ｭｾ 以 ｉ 二 、 モルタルの引張強度 Ｒ Ｐ ｾＲＵ＠ ｫｧＯ｣ｭｾ 、妓統 ｪ の深さ

ＲＰＰＰｫｧＯ｣ｭｾ 外力のｻ邸 主功。風睦なれば ＵｫｧＯ｣ｭｾ とすれば 、 とうやら賛際化するが ＪＱ ご手作者ーも

千がつげられないわりである。

今後泊蛍の時期に 、モーラ式締造のもつ柿i主原: 盟主了朽接的、亦 質i: 三施工に n.i!A川し? こいと

思ふ。

軽 版 構 造 の 施 工

軽版構造の施工は極めて簡易である。之が木構造都ーの特質とするもの、然かも従前に

於て味ひ得さ' る所の強級さを有するととである。

先つ設計11&1、 計 藍 岡 に よ れ 地 取 れ 縄張り、遺形は同様なるも 、 ］幻こ ｾＱｾ 伐 ｊ 制定 、 之も

限量なる故簡翠なるものでも充分にもつ。

ＺＺＺｪＨ に 岡に示す如〈に内の ｈｾ イサーをつ〈る。これもコングリー ｬ 、守打込みをするわりでない

から簡易ですむ。強級でなくてもよい。之にシヤネット、ぞ代別して{ 限枠のi医板と仕_ ( - . り後

C 内部仕上げの一部に代用し・て見Tこが大鐙 に好結果を生ん? ごρ

弓たに1民枠に、よくモ ー ラ式構成網を焼まぬ慌に引張って張付り 、釘叉はf十金で底々に抑

へる。

共に 1Ｚ Ｓ 調合のモルタルｾ鎧塗りする。之がｬｩｬＱｉ化すれば丈夫になるｩ｜ｪＨ、内の ＱＱ 妥枠を除去し

て内外の仕. 1 -.げをすれば車Ih部が出来上る。 1:3モルタルは普通粘性とイ1 ¥1びが少い i枚、又防水

性アク止とならぬ故、か〉る献陥を除去する鴛に新し〈筆者の護見せるカツシ ールと栴す

る混和剤j を? 佼用する。セメントの約% を混和する。その仕上り簡の密度なると美麗なると

銀イ11
1
びのよい こと 天下一品 、強度は20，9o"地強寸ると工業研究所の折紙がある。目下大| 町内

建築課に 、 コンクリ { トに 混和せる場合の拐、度につき依頼仁11。か〉る良 f r1
力; 1袋70銭飴 1)

第 2園 モ ー 号式構成ｾｩＱＱ貼イナ施工 ＧＱ Ｇ

の成慌で配給される結

果鰹版防法の ｾ Ｎｪ 聞をよ

り低〈してゐる。

=えに出入口窓である

が、この部は塗践し主喝

さ後に必要に! 医じ切Ji "x.

1)
、相縁を? 取Ht1る

o

ｉ ～ｊ部のｾＨ‘作は従ｾＨ の

よ〉その ま〉泊月] も 1' -1¥

来ろ。外部も正立ち 1+' ，

取るが 、こ の構造本来

2  t  I X  



免4 悶 自由に 鋭塗し に堺、便所

第 5 凶 住 宅 施 寸 rl' のも の

I X 2 2  

一 一 ー「 のものは トラスも位、

梁一切用ひぬ勤ｾにあ

る。只リヴの! 臨用して

精強は張問のブて きい折

に考へる r:: げ。

屋根は防水モルタ ;1.-

Tごりを !' IJ ひ る。 1[. もi釘

樋もな い形である。内

官官はシヤネ ットを} I j ひ

て防音遮熱の川として

容易 に衛生的方面の併

jたにも研究の歩を進め

てゐる。

軽版構造の特質

椛 進上 より

①構造そのま、が化粧

となる無駄なしの総

治である。

⑦構造が甚だ自由 侭粋

簡単ですむ

①耐火耐風耐震耐郊の

構成物が出来る

施 工上より

①施工甚だ簡単技術工

の要少し

①現答の設計量並区白 出

且つ損害なし

①極め て迅速に出来る

経 情上より

①資材簡易化し節約 IH

来る

③人の節約監督段理の

節約が出来る



① 甚だ団長償木材の家主税

挙 出 衆 る 位

⑬資材の蒐主主総な〈容易

となる

設計 上 より

⑪言宣言十製四倍めて簡単

素 人 化 す る

⑫ {士秘書え積亦筒-"iL

⑬ l温度計算の1 J t i なし

技術家泣かせ Ｑｾ と批

判される。技術家 の沸

底せる事鐙向のものと

思↑Ｇｦｦ ｾされる。技術者の

養成容易なれば戦争J也

の構造物建設には好都

介である。

どんな方面に向くか

高層のものには困難

があるかも 9:JI { l ない が

先づ、住宅 、部'i Ｑ［ｾ［ 、 市

何地村終は之で一定化

すべきと 思ふ。向工場

アパ ー ト、ホテ ノレ、思

校 、ガレ ーヂ、橋梁、

トンネ ;1..- 、拐 、プラツ

トホ ーム、行〈として

可なりである。

第 6 白i 内官官仮粋J以外しにだ :t の状況4

ｾｽ Ｗ 回 内部モ ) ' - 9 ):- - {士上げの状態

目下やかましい防火改修し本構ili の/+' ，現で飾決出来る。只此躍に起る枇陥は餓似を川

ひる貼にある。銑筋に比し30，%' 以上の節約は! I ' ，- Y，<Oる 力行訂鈍を離れられぬ酷である。木構造

は一時的の代用品ではない。今後大いに新日本建築と しての; 将来をもつも. の故、段銅を m

ひるの械陥は、抜〈べからさ' る( 吠陥でないと 1iXす' る。

結 び

格りに 隊|分村の一角 に、 質砲され fこ新大手" 誌! より 三千年の歴史以来最初の殻生である。

天地根元のiiS り同日i の純 日本式であ Z このi回収制z逃を愛育されんことを祈 る。
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本構造は本邦の風土

から生れ1+1，1こもの、こ

れでなくては耐長問題

耐風問題は解決しない

と信子る。

終りに臨み重ねて殺

者の御研究と御指導を

苛i ひ筆をかく。

(Il R和 14、5、21 )  

第 8 国 自 由 な 構 成 の 一 部

( 五十音順〉

伊 藤 前 都 市 計主主大阪地方委員令

大 須 賀 牒 大須賀法律事務所所長

:1m j蕊 善 吉 堺市技師

鈴 木 忠 五 郎 大阪府立今宮職工事校教総

古 j家 正 治 古 塚E霊祭事務所所長

松 井 静 之 助
) d夜府警察官sTt ! 主築課技師 ・本協合常務

liJ 口 Jf. 
京都市役所

9 月 競



建 築 の

六月十日の朝 、本誌第一1:1- 二輯第六班の新

装ド、新総映ゆる、私の書粛に周いに。同

時に束京の新聞紙のデカ々々と大見出で

「建築j の総動員を、第二ぺ{ ジの首端に

かかげ? こものも併せて受取っ fこ。市して、

フ ト私 の頭に浮ん? ごものは 、前に 咋尽であ

っ?こか、荘、の事務所〈銀座の三十間掘とい

ふところが私の事務所である、法律事務所

らし〈ない一一都市計霊家、建築家、電気

技術者、エ要家が重に集って居るところの〉

から程遠からぬ銀座尾張町の十字街路上

を行進しに、 iilf9業開拓青少年除の歩武堂々

? こる姿であっ? こ。カーキー色一色の二千五

百人、その列のJ 二部にポーツとパステル倫

兵のピンクロ{ ズ色が長い線を怨して見ら

れに。近づいて 一人々々を見る とそれは元

気のい〉如何にも無邪気な顔である。私の

限頭は熱〈ならさ' るを得なかっ Tこ。一一建

築の総動員といふ文字にｦｉ艮ｾ踊れに瞬間の

私は、矢張れこの尾張町行進を見? こ時の

やうな身内の何ともいへぬ血脈の躍動を究

へfこのである口

本誌第廿二特第六 ｾｉＩￊ の紫畑室 ｴ こは、現 ｉｴ 有

〈も、私の111¥い小稿f; ;載せられてあっ? こ。

その 中に、私 l立日満員長支協同臆の先鋒を承

lまるものは「建築」の協問 、すなはも 、わ

が闘の建築家諸君が進むで、この紘に活躍

さるべきであるとの意を注べて居る。あ の

蒋い青少年諸君九二割してすら、一心協同し

糖、 動

大 須 賀

o  

貝

巌

て新秩序の建設の鴛めに立J 二つTこ姿は、恐

らく、鬼神も泣〈であらう F 一一雄々しさに

感激せき許るを得なかっ? こ。常に日本の祉作

の文化の先端にあって 、自らも任じ人から

も許されに、わが岡建築家諸君が、この限|

策械に副ふて協力されることは、必す' や、

大なる期待と感謝ｾ以て現日本の民 ＲＴＲ から

迎へらる〉ことと私は信す・る。己にわが問

の都市計霊の先駆を鴛しにものは大阪都市

計 霊 の 質 施 で あ れ そ の 大 阪 地 方 委 員 令

( 都市計童: の賓施機関であっ? こ〉の陣容を

確乎7こらしめ? こものは、青島減退軍の技r :w

その他軍部開係の建築技師ではなかっ? こ

か、軍部、技師、支那のコンビと日本の都

市計・霊の質施とが不可離の因縁のあつにこ

とを想、へば、わが忠勇なる軍隊によって拓

かれ次でその後のものを築き上げんと寸

る、所謂日満塁策支協同時をコンクｻｾせし

むるものは、わが園建築家のこの紘への逃

出であることはいふを:>f寺fこぬことである。

己に、内田博士等が晋北に活躍せられにこ

とが、如何に今火事鐙の放果をf削l立つり? こ

ことか、私の六月蹴のノj 、稿 lこいよ、である、

佐野手 IJ 音寺博士に主しにといふ筈!Ikの内容の

如何なるものであるか、佐野陣ー土も亦この

建築家の進出の先端に立って出馬せられ度

といふことである以外のもので な い こ と

は、読者諸君は己に祭せられにことと信子

る。
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( ニ〉

或る雑誌記事で 、 ミケロアンヂエロが偉

大なる都市計童家でもあっ? こと書いてあっ

? このを見? こ私は 、偉大なる建築家は偉大な

る者『市計童家であるといふ命題は、彩、の骨

てより持して j散らぬ所信でもあるので、
2乙

、

の後この誇左ｾ如質に文献の ｊＭｊ こ得ゃうと

して 、人名渇干害: 、 百科大字典をはじめ、 M

々美術評論やその他体記々者の書いにもの

等、漁って見＿このであるが、能皐 ｾｲ 才色い

はふか寡開といはふか、遂に今日までこれ

を見出すことが出来ないで居る。重家彫刻

家建築家として彼は 、記念像や壁董や墓石

等に後代 lこ停はるもの〉窮異について、

ず

、ー・

れを見ることを得? こ許りでなく 、 それ等の

設計岡も数多見? このであるが、今日の所謂

都市計撃なるものは見出すことを得なかっ

しかし 、建築設計聞にしても墓石にし

ても周3刻に してもが、 これを環境 iこめはし

て設計闘を書いにものは 、ノj 、都市計置とし

て考へられないことはな い。彼の晩年に淡

頭し? こところのものは 、建3衰の設計と詩と

であっ Tこと史家はいふて居る。建築の理想、

が貫生活と土地匡域の環境とに合して鴛さ

れにとすれば、 これは都市計査であって又

人生の詩でもあり得る。彼は 、その晩年の

大成期に於て、建築 と人生と詩との合一し

?こる理想郷に悠々自適 しーにものであつにと

いひ得ゃう。 これあるが鴛めにミケロアン

ジエロの名を不朽? こら しめにのではなから

うか。私の常にいよ、建築家は事術家なりと

の意味もこうしに意味に於ていよ、のであっ

て 、 建築家ーは翠術家に ｾｉｾ 予といよ、ｬｬＡ￭Ｇ岡技ｲＺ￬ｉｩ

と意見の封立一一都市計葺の一隅に於て

2 6  

一ー を見?ここともあっ? こが 、人生と建築 と

詩これとの三位一瞳が建築家の理想郷であ

ることは今以て固く執着する意見である。

我執の強い法皇の干渉に不満で建築を中

IL : し、故郷に逃げ蹄つにま〉永い年月 I請を

出でなかっ Tこミケロアンジエロは、 こ ｴ ｌ ｾ

現代生活に見るとき、我{ 査で偉がりでその

質薄っぺらでに ｪｾＧ 金のあるがｻ設に戚張りに

がる有閑夫人或は有識婦人の依l腸をうりな

がら、その干渉の生意気きに厭気をさし? こ

建築家が堪えかねて遂に之を断はりをいふ

といふ場合は、想像し得られるところであ

る。如何にして金を多〈獲得し得るかを者

へて建築する建築家は建築が主でな〈して

金が主である。彼等 iこは金を津山に儲りて

より -I d いものを食ひより美しい衣服を着よ

う賢j撃な家に位まよ、かといふ人生の貫生活

はあっても、建築と詩とがない。偉7くなる

建築家と稿することを得ない。幸にも叙上

の知事悪しき干渉無〈 、思ふが依の建築を

修り得7ことしても 、若しこれが配合環会或

Ａｈ 也聴を釦偏見するもｾであっ ｔ ことしになら

ば、詩と建築はあり得ても人生がないこと

となる、現質に即して現質を趨越す理想、を

めらはす建築こそはミケロアンジエロの後

の世の建築家にｾＩｊ ｉ ゆる建築の偉大なるもの

ではなからうか。

今や、 ミケロアンジエロの ｪｩｬｬ よ ｫｾｉｻＺＩ Ｑ 太利は

わが友邦であって 、か〉る世界的に 、偉大

なる美術建築家は 、わが悶民も亦これを讃

ふべきものであるには相遣ないし 、伊太利

が現代都市計設のj抗芽時代 iこその一席を有

するものでもあるが 、今夜に 、 日浦象支協

同措或は束1 rJ の 新 秩 序 建 設 の 礎 石 と し て



のわが閣建築家諸君の活躍 と結 びつりで設

かんとすれば、 絵 りに も三題話め いにもの

t  鴛る。因って之を省、き私はこ れを機合と

して、 わか閑文化に一大功蹟を有し殊に建

築及都市計-重 lこ一大寄輿を儒 し Tこりし、吉

備員備 公 iこついて少しく述ぶることを許さ

れTこい。

頼 山陽先生の 日本政記には 、吉備員- r 諸公

と和策清腔公 とを比較論評して 、前者を白j

義も 何 もな い陸 海野郎のやうに極論して居

る 。 少年時 これ を読む ｲＺ 私は 、 疑ｾ挿まぎ

るを得なカ? っ? こ。 (和4先気t託[ 公の J

は大楠公 と共に日 3オ斗本4キ本; : の歴史 k の二大J忠l忠怠忠怠l臣と

してこれ3を? 認tなf るものであ る力が: 、。〉成年に

及ん寸ぜ了、首時の政治史枇令史を研究 し、 身

殺しく九州四閣に住むこ とと鴛って 、吉備

ー|二下道匝一統 の事蹟等を知 るに Zえんで 、山

陽先生の所論の如きは 、皐- 覚、漢撃者一流

のーを掲げて他を庇寸るの浅薄なる論法lこ

過ぎないものであると信十るに至つにので

ある。吉備真備公は省時の偉大なる都市計

霊家であり 、 ま? こ大忠臣であっ fこと結論す

るこ とを↑ 平らな い。

毘備公の時代とは如何なる時代であっ? こ

か、史家の設に従へば、首11
1
武御JR征よりこ

の方 、西陸ーへの皇安の御j威光が薄らいで }k

方' ^ - の進出が張〈なり 、皇兄盟城入彦命の

ｾ・国 御 鎮座は東方の夷放は阿武隈 川 流域主＿

防 禦 戦 ｴ ｾｪ ｾ とする ま でに 後退 し＿こ 代り に、 西

陸は訟に利1功皇后の御征韓 によ ってその背

後闘をわれと協同盟? こらしむるに至つにの

であるか 、東方の夷族は鹿縮せられ? こる 努

力を以て反抗をつづくること現今の何闘力、

の閤府の如〈 、遂に津軽海峡を越へてわ が

軍は妹掲粛i慌にも武j点セ示すに至つ ?こ。西

方三韓の背後閤＿こる随凶はその西方中央 Ｕｾｩ

細亜から 地中海・沿岸に遣する地方に勢力を

伸展して 、 その徐戚を? 新羅に合せて大陸的

鹿迫をわが闘 に加1へ? このであっ? こ。白村江

の戦は武を以て相拾抗するこ大閣の一段落

となっ? こが 、天智天皇及びその首相藤原鎌

足等の英明な外交政策は、封等閑聞の交際

と偽りわれより遣唐使を; 会って、彼の大陸

的文化の擁取 に惟れ努め? こ。和策公l立、年

少大墜を卒へて 、露組二年廿四歳で遣唐留

墜生と需って入唐、廿年間彼地にあって勉

強して天平七年に蹄- WJ しに詰・時の文化人で

あっ ?こ。

イ11¥数渡来以来、聖徳太子と いよ、大旦那の

保育かあり 、聖徳太子第一族の亡事後もそ

の敵蘇我氏は亡され、天智天皇の内治主義

と相待つ遣唐留墜生は僧侶にも悪まれに運

命開拓の道であっ? こ。幾多の庇の文化ぞ呼

吸しに伶i目が輩出し、聖武天皇の悌教信奉

lま更ちに布教弘布を大にし、僧侶の勢力ば

一大勢力を首時の日本Iltt 令 に有するに至つ

にその結果ド道銑の如き JiEt昧なる騎慢不定

の者をすら出すに至つ? こ。一方、天智天皇

の内治主義に身を以て輔弼しがつに飾足公

の大 ｾ ｪｊ 功に重ぬるに不比等 の立法の 功蹟を

力 ＱＱ へて 、 武智 Ｑ ｭＺ 民前ｾＮ・兄弟の姉妹は天皇の

同! こ り、 皇后? これその子及び孫は外戚の

機密身に感ぜ 5 るを得な い、一大勢力で あ

る。香取鹿II[郁両神宮に奉仕するを家の任務

とし、 春 日明紳を氏暗11
1 とする篠原氏の一族

は、己 iこ比肩する 外閥文化の所有する 昔時

の二大智識階級の併 と俗 とを己に従って月]

と需らさ' る限定り、これを敵として機令ある
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ごとに一撃を加lふることを怠らなかっ? この

はいふを待fこない。前者 として愚僧道鏡の

如き は身の程知ら予の矯めに破滅の運命に

陥つにのは官然で、後者は皇(諸問題に首面

して、勝利者と鴛つ? こ新帝擁立派とも稀す

べき藤原氏によって完全にノックアウトさ

れ? こ。若し山陽先生の史論の如〈んば、真

備公は右大臣にまで進むことが出来なかっ

? こと思ふ。逆説的ではあるが、公の藤家樺

門の問に介在してこ〉まで至つにのは、道

鏡事件の折は藤原氏主共にこれを打倒する

に有力なる存在であり 、皇1諸問題に際して

は正面の敵と f寄って彼等から .8 まれTこ。公

は首時の政治舞蓋に専悉者Tこらんとし? こ二

大権力に封して第三帝闘の存在を以てま設立

しに もの といよ、てよい t.: らう。しかし、こ

の時の藤原氏は前 lこい よ、如〈、己に 父阻三

代の副J功の絵楽に輝き 皇室に劉 し奉 り で

は皇后皇太后を奉って南北京式の四家は 、

各々特異の駐命的地位を有する準皇族的地

位にあるこし曾て彼等の打倒し? こ既成勢

力蘇我氏にも比すべき地位にあっ? こ。遠か

らぬ将来には畏くも 、天皇制喪し奉るにま

で至つ fこ程の勢主樺を樹立して居つTこ。市

してその敵に封しては、常に手段を揮ばすe

してこれを行五、。菅原道民公は員備公 t 同

じ〈右大臣 と需られて、左大臣? こるべく内

柏を象って彼の悲惨なる運命に陥らしめら

れ? こ。民備公が老を以て職を離し、許容後

一年にして菟ぜられにのは寧ろ幸隔であっ

? こといふべきであら う。

員備 公は生 事 ｾＭＮＺの文化人であっ＿こ。大空 襲か

ら泣居留撃生の廿年にして蹄朝さ れ?こ年は

四十四歳 に首る 。 その楓爽? こる英風は疋

I X 2 8  

に、明治初期 の洋行蹄りのそれの如〈であ

る。如何に朝野から持て蛸Ｎｾ ｾれ＿こかは、想

像に難 〈ない。しかし、公は髄薄なるハイ

カラではなかっ? こ。蹄朝して、朝廷へ奉つ

? こ献上物の品目について見るに、 数多の貴

重なる書巻の外に、絃橿漆角弓馬上飲7K漆

角弓露面漆四節角弓及び射甲箭廿隻平射箭

十隻ｾｾ字へるこ ｫ が出来る。而して、 天平

勝賞四年には入唐副使主需って: 再び唐に赴

き、一年経って蹄将] し? こ。この時、筑前[ の

蛤土械を? 築〈ことを建議しその工事! 世i替の

任にも首つに。カ11之太宰大成の職に任じ太

宰師軽王を輔佐して 、安践山の高Lに備へる

ぺ〈閤防の第一線に首ることとなっ? こ の

で、更に建議して、且つ耕し且つ戦ふの長

期 抗 戦 を 策 し 又八陣大地の結管法を教へ

? こ。ヨたで西海道の節度使とも鴛つ? こ。公が

陪: に入り 皐ぴ得fこところのものは 、調り文

化方商でな 〈、 武 iこ於ても悶家の御用に役

立つにことは以上じよっても明らかであ

る。 しかるに、公が中央・政府に入って 、逃

東大寺伎と いよ、公として は最も得: 也であっ

? こらう職務は不幸 lこして、病の矯めこれを

諜すことは得なかっ ? こじも拘ら守、 藤原仲

腔の高Lには軍事に参査して功持者であっ

? こ。天皇が公の第へ御幸遊ばされて居る

賄、藤家と{ 則自との二大構力の! 日lに翻然? こ

る存在であっ? こことを示すに 足 る ば か り

か、天皇御不漁に際しては中街Jf手並びに左

右衛士の寧を統べるの命を裳つ? こことは 、

愈々以てその重きを中外から認められ? ここ

とを如11) 得る。

以上可なり 長? こらしい述べ氷つに所以

のものは 、何れの岡何れの世に あっても 、



自己の固陥を被ょ、に国製の幕を以てし、己

等詐 りがあ・家の忠臣顔する - i 民 が あ る 一

方、1畏り iこ外園風を吹かせて、軽浮な新規

を"IJ 昌導して騎ぶる - i 庇とがあり、内憂も外

患も顧みるところなしひ? こすら、祉舎の

上! 腎に構勢を得んとする 或は自 己一身の楽

花を欣求して息まぬ者との聞に立って、買.

に閣を憂へ同胞を思よ、者は、こ の雨者から

常にその味方? こるべくす、められてこれに

感じない時は生き甲斐のないもの= 如< Iこ

取扱はれる。しかし、岡家が興隆するには

市して永久ならんとせば、こ の第三帝国的

存立の忠良なる臣民が必要なものであるこ

とを、私共は確乎不抜の第一信念として有

? こなげればならぬことを述べ? こいからであ

る。この意味に於て、建築或は都市計霊に

閥係のものは、政黛華やかなりし頃は冷笑

を以て迎へられ、官僚猫普の時代 t 篤つて

は割箸位の存在にしか認められない。彼等

はいふ、食時指でも食っていげる、無理に

使ってやっても食ってしまへば笥の下で燃

してしまふか掃溜へすて〉しまふべき代物

である、高い金を出してと思ふ程のも ので

ないじ割箸でも何でも構はぬ。国家は建

築を総動員し? こ。仕事は東亜の新秩序建設

といよ、大きな、日本間民に課せら れ?こ歴史

的大事業である。日本人は大君の前にこそ

死を以て御奉公するのが至犬の楽若手なのに

1欧tr で; YEしf尋る。

( 三〉

七時代にし勿論問題となされで。都市計

藍は外科的療法であって吐食事業は内科的

療 法 で あ る し 都 市 計 霊 の 構 成 者 で あ っ

て、jJ 止令局長となっ fこ人の言葉は、新聞人

に筆から筆へと体へられて、わが闘の住居

問題は若干批合の意識に上せられ? こ。武田

|専一士のわが閤古来体統の木曾山中の和製パ

ングロ ーは、アメ 1) :カ東海岸のそれと時を

同ふして、人の好奇心を唆る話題fこり得

? こ。飛騨白川村の大家族のE 大コツデツジ

は大阪のOIr家主共に 、従来は建築 t い へ

ば、寺院建築か洋風建築に限ら れにも のが

日本民族の生活する家屋として、茶室建築

も一五き されることとなっ? こし、都市住宅と

しての小住宅、農村問題が日本の祉合研究

の劉象主罵って農村の家屋改良も云々され

ることともなつに。世界的 lこいよ、色、毎回

の間際都市計重合議の問題に、住宅が取扱

はれなかっ fこことがなかっ? こ影響は、わが

岡の都市問題及び祉合問題の合議 とか私人

の論説とかに額現しにことも事責である。

しかるに 、日 支事盟、が進展して、遂に日 支

渦栄の協同盟或はJR: i l l I の新秩序建設と いふ

ことが、数次の断片的にせよ、政府の盤明

があり 、少くとも日本インテリ階扱の絶望ii

多数がこれを支持する iこ至って 、誌に日本

の住居問題は、この協同酷又は建設に、如

何なる{ 吏命を持っかといふことが、世人の

注意を惹〈に至つに。合ノ号事鐙による軍需

工業の設展は、それに関係する工業持働者

いふまでもないこれまでとても、わが の住居紙乏が、著しく祉企機構の献陥とし

闘では、住居問題が問題と儒って居つに。 て強〈認識せられに。元来が平和産業 iこっ

文化生活の合言葉と需って居つに時代か いても問題であり得べかりしこの問題は、

ら、都市計聾が都市問題の先端 iこ抑出され か、る事境時の折とて 、 その必要ｾ一層強

2 9 1 x  



くこれを認識しこれを3苦行せん正して、厚

生省あ Tこbは今更めいて、大主主駕って居

る次第である。一方日支満蒙協問題は、調

り日本丈のも のでないこれ等諸一民族に共

通の計葺企固でなくてはならぬ性質のもの

である。勿論ーのものぞその各々に分割し

て主いよ、のではなく、各々の特異性を十分

に傘重しこれを十分に蛮揚せしめて、山 の

ものは 山、 海のものは海にと相補ひ相侍っ

て、蹄宗の所調一即多、多即ーの、 妙諦を

殻障す べきで ある U れ 、ひf段、結句別個銘

々であってはならない。住宅問題とてもそ

ふである。

善良me 一 口にい ふもの 〉、張家 口ぞ中心

とするチヤハル、 大同ぞ中心とする 晋北、

厚和を中心とす る所謂内裳古之は 、地理的

に見て、高里の長城以北 の地であること 、

政治的に霊長彊駒合委員令を 中必とする 一区

域である以外に、各々異つ? こ立場iこある諸

族であり、更lこ内象古といよ、ても錫林郭勅

盟、烏蘭察布盟、巴彦連投鹿、伊克昭盟の

大別があれま? こその中には、旗の下に全

々潤立的な生活を鴛して居る人々なのであ

る。北交正中南支とは、南航北馬の異民族

生活を各々遂げて居 り、日浦支そ れぞれ求

も食も位も、その特異性を以て生活し、こ

れを直ちに同一にせしtr るこ t は出来難い

ことである、左様する必要もな いこと であ

る。 長い時聞は、これ等聞の融合の或程度

を見出すこともあらうし、交通々信の開設

等に よって比較的早〈互に揮合するものも

生ぜやうが、先づ以て異つに文化の上に、

その各々の特長を護昨するべく建設せねば

ならぬ。すなはち、成古汗鍋を ＱＱ 食はんがｾ

I X 3 0  

めに包を銀色t: の真ん中に建てる! 必買 のな い

如 し 日 本 の 茶室建築を張家 口や包頭へ建

築 しにならば、 凍 死ｾ菟れぬであらう。東

亜新秩序の建設はすべて 、死の結論であっ

てはならぬ。

日本内地に於げる位居問題と満象支のそ

れとは 、 その様式に於て或はこれを達成す

る過程に於て、各ノキ異るものがあるりれど

も、首;; 商する 日浦支霊長協同日豊とレては同ー

の悩みのものがある。軍需工業の努働者が

日本内地にあって寺院に素人家に豊一つに

二人三 人とい よ、割合で寝7これ 通勤の交通

機関に鈴なりにブラ 下って喧嘩ばかりして

居る有様は、新京市奉天市の統計 によって

日々ー寓人二寓人宛の人口増加によって、

その如何に位居が貧困であるかが政せ られ

る。わが日本の建築家諸君は 、内地に於け

る住宅問題に封して第一蝕の勇士である如

れこ、満霊長支にあってもそれでなりればな

らぬ。然らす' んば、満栄支の生産擬充の長

期建設戟のと いふて見? こところ が、すべて

は砂上lこ築〈楼閣より他のものでは い。己

にー膿の成立を企闘するからは、その一環

の献陥は全臆の用を喪ふものなるこ とを想

はねばならぬ。版行的文化の殻展は常に文

化の破滅である ことは定理である。 日本の

建築家諸君は日 I稿文栄の天地に、その勝れ

? こる技能を惜しむなく、 これを捧ぐべ きで

ある。史1阻的に見て 、今 日本に築かれ? こる

建築文化は曾て大陸ーを経て来つにもの に根

幹ｾｾして居る 、明治 以隆の西洋文化輸入

を刻1へて 、東西洋の文化交流を鑓め -1: 日本

の建築は来型新秩序の建設を過 して、全世

界人類の踊)U止に大なる寄輿とも震る。



西側入口より庭園を見る

-・南 動 の 家 " 設 計 ・大阪市経王里部管終課 ・脇工 ・森 本 組 t I X  



令 議 室

住 室

I X 2  ・・南 動 の 家 " 殺百十 ・大阪市経現官官後稽課 ・脇工 ・森 本 総



モーラ式. . 成綱の編

成綱工場金景?

【間 ロ) 12mX :!O_. n  (奥行〉

モ ー ラ式 ｴ ，可 ｨｾＪ 羽 に よ る際版防

法である。

¥ムミミ 、、

c  0  (¥ も h

事務室乗車士宅

これは鰻版清澄の施

工官OI. を示してゐる。

内部の限枠にモーラ式

情成網を貼付けたる芭

ころ。このヒに 1・3 翻

舎のモルタノl ;を鎮で食

付ける。ニれは1 1 ¥事る

だ17厚 〈最初に治る。

少〈芭も 4c m 以 I が

宜し。

本 モ 戸 ラ 土 建 研 究 所 3 I X 



事 ｾｉｪＦ 権 遣の自由

さを示すもの

回は玄尉，1. II 具の枠の取

付壱示1 " ，大聖T及ワイ ヤ ー

で 取 付 IJ る。

I X 4 本 モ ー ラ 土 建 研 究 所

編成工場の内郡

トY プライ トの党り 小 さ

台、ながら! こ強い。 トラス ・

j f ーター. 柱を; 峡出した工

傷。判。

モーラ式h育成網の誠戒さ

れ行〈を示す。



曾場の中心細の頂黙に位L その段踊な

外観 うきら圏家的¢証書物であることが容易に

観取せられる。その直聞には素晴L<鹿い

「卒初の鹿場 J があり. その1l/i.場杏図 ι で

各出品習のE l i 館が臨んでゐる3

正面の大池は噴水とIt 火の罵に用ひられ

てゐる。

CArchi tectural  For um， ] une， 193.<) より )

全 景

軒 {t>主主ベTこ各 函 館

( アメリカ) . : . ユーヨーク高園慢の建築・合衆国園舘 5  I X  



チ リー 官官 外 観

繭者共アメ リカの健築家の設音fになるもので壬の薗の地方色は出て

ゐないが， 代J史的な近代l専問曾建築である。

( Architectur al  Forum.  Ｑ Ｙ Ｚ ｾＹ より 〉

ヴエ本ツエラ官官 外 税

S t:.au. 1，11. 冷. ，

- =- =- =- = -
0 ・0 叩

自E 置 闘

闘B iI霊 園

上 ・ チ リ ー 館 建 築 家 Smi t h Mi lJ er ， Sander s 及 Br ec k 等 級

I X 6  ( アメリカ ) : . ユーヨタ薫園博の建築下・ヴエネツエラ館 建築家 Sk i dmor e 及 Owi ng s 外敏氏



表 象 の 閑

ノ{ ノレウェ ーの得統と地方色含加味した近代的建築である。

外壁は木造板張を主とし. これに犯罪事佐の黒色ペンキを所/ ，p幅

赤色. 線. 明るい青白号事で調子をmけてき量ってゐる。

( Archi tectural  For um.  J une.  Ｑ Ｙ［ｾＹ より〉

b" l DGi  

M EZl Af UNl  PL ，¥・4( ''2) 

O s  1  。 の m 問

外 観

FI RST HOQR  Pl AN( 'n)  

. 2 f ' - 商凶

( アメリカ ) ノールウエー館 建鍍家 Fi nn'Br yn 7  I X 



f2f ' 和 の 崩 壊 」 前 日 本 館 内 部

日本館に闘してア ーキテクチユラノレ ・フォー ラム鍬I

大輝次の督官に言ってゐる。一一

古 い日本の僧統的な建築。際ｾＺが一向 ｬ 市白くないのに

比ぺ℃鐙奈は非Ｇ弟に濁白 ｌ 、 プ ランと美 ｌｾ 、廷とを待って

ゐるコ 池の潤園の庭石の 1 つ 1 つまで正確に配置 せ ら

れ. 建物の各部分は古式に依って穆め完全 に 製作せ ら

れ. 物に依つては速く 日本から主主られて. 全部日本の職

人に依って組立てられたものもある。

窮震の陳 ｾｊ 蜜は「苧和ｾ廃場」前の日本館の内部で

素晴L い篤i Tl 墜衡がある。

CArchi tectur al  Forurn， J une， 1937より 〉

庭 園 よ り の 外 貌

② 

グト

/  - -- ｟ｾ＠ - --' l  

L _ ー

4  

l A! i OON  

卒 面 画

I X 8  (アメリカ) . : . ユーヨーク憎の慮第・日本館 慮鏡・内田、経弁爾氏 庫圃・園村剛氏

叡



それ自婦が立t辰な高彊悔である

と ゼネ フルモ ータースが向悔し

てゐる陳列館である。

との建物で緩も時徴のある部分

は. 地爾E事現l主主へ通ずる入口の長

L 、斜道と「将来の通路交 叉知J を

示す建仰濁の通路の鼠ひ方とであ

ろう 3

陳列でI H智飛の昔日市会暗示する

ゾニム ーチユヲ. . . . ，主非箭に大規慌の

ものであるらし L ‘。

(Architectural Forum， J une， 19:ID 

より〉

斜 ミ 首 の 群 集

斜 道 ;夜 景

外 観

( アメリカ ) . : ユーヨーク高園樽の建築・ゼネラル毛ータース館 設計 N. 8el  Geddes， AJ bert  Kahn 主主他 9 I X 



陳 列 室 内 部

.  
.  

.  
、

風 景 裁 断 固

I X 1 0  ( アメリカ 〉 ユユーヨーク寓圏博の建築・ゼネラル毛ータース舘. 設計 N. Bel  Gedde. ， Al ber t  Ka hn 其他



出入口と食堂と王1 " 僚を含む陳列

蜜との 3郎分よ りなる。竿琢部と

他の鰐分とは全く縁が切られてゐ

て. 爾者の開院;事「採光と換気とに

利用してゐる。

( Archit ectural  For um， J une， Hl30 

より〉

航 空 官 官 平 面

石油工業 官 官 ｾｗ 国

( アメリカ ) ＮＺＮユーヨークｾ園 Ｑ 専の建築

航 空 官 官 外 椴

石 油 工 業官官 外 観

上 ・ 航 空 館 建 築 家 W . Les caz e， J . Gor don Car r  

下 ・ 石 油 工 業 筒 遁 築 家 Voor hees，Wa l k e r， FoJ ey 及 Smi t h 毒事彼氏 1 1  I X  



鐙物それ自身が既に宣停の役を努めてゐる骨組を外

部に露出L た耐蝕続のド ームである。

l 勝から入って 2簡のパノレコニ ーに出られる様にし

て混雑合防止L てゐる。

( Archi tectur al  F orurr .  J une.  1939より)

U.  S. ス チ 一 品 館 内 部

U.  S ス チ ー ル 官官 外 貌

注意を喚 ｦ 包する篤 の ｦ ｭｾ と玄関蹟湖と陳 列言 きとの

コ銘分より成る3 陳列室ι 土馬筒形をなL . より小:き

い第 2の陳列言きを園んでゐる 3

( Archi tectural  Forum.  J une.  19却より〕

上・ U. S . スチール値段計者 W . Dor wi n T e a g ue 外厳氏

I X 1  2  ( アメリカ ) ユユーヨーク寓箇樽の建築 下・ Dupont 値 段 計 者 W .. Dor wi n Teal f ue 外敏氏



4  

5  

エユ ーヨー ク高車問に現はれた塔の中より祭ったもの守ピッ ク

アップすると. 一一

1 旗 掲 湯 ft

2 ジ ユ ポ ン 嬉

3  イーストマン・コダックの苓

4  ゼネラ ノL ・エレクトリックの嘗

5 耐蝕鋼製の現うけ

( Archi tectural  Forum.  J une.  19‘ 19より )

1  

2  

3  

( アメリカ， . : ユーヨーク寓園慨に方告げる装飾塔 1 3  I X 



エ ユーヨー ｾ Ｎ 濁聞に於け る夜 間照 明 には 非 情に効果的で 成 功 ｌ たも の が多 い

と云はれてゐる。その 2，:3を互互に掲げる。

( Architectural  Forurn.  J une.  ] [)39 ，tり 〉

1  合 象ｾ 館 ｭｊ大地中の Ｑｅ 火と 噴水の夜高効果

2  r光の鹿場J

3  ガス工業館中庭の照明

4 生産記姶飽の照明

5- 8 街燈各種

審母、‘・‘

IX 1 4  

5  6  

( アメリカ ) : . ユーヨーク寓園博の照明

5  

2  

4  

7  8  



1比のf J J ' しいカシノ 1;1:ラン カシヤイ γ 工業地滑に於ける

事事勤者の慰安際調として波法した Bl ackpool 綴喫湯の中

の建物である。飯筋コンク リート遣であるが窓廻りは大

島s分時E昔、の既製コンクリ ート 手伝坪j ひてご置のガラスを面

接之に絞め込んである。嫁冷房¢装置がh るから窓を関

附する必要はないわけである。

地時3の主要室i i : 玉突室とベ ー. n邸主入口の左に大食

常. 一等食堂. カクテルパー 入口の右に即席ラ ンチ室.

ソーダアアウンテ ン等があり，それ等の裂の邸分は料開

湯でんる。大食堂はJ ( 四人収容する事が出来るが. 必要

に! ¥l ! l じ℃仕切る喜i も出来る。

三階鶴屋』裂からのt維のながめは美] _ ¥，、。

( Archi tectural  Revi ew  J unc.  J 鉱山上旬 〉

( イギリス〉 カ ジ ノ

階 段 室

外 観

建築家 J oseph Ember l on 1 5  I X 



中三階上部

住 居

I X 1 6  

三 階 卒 高 岡

階 卒 商 圏

( イギリス〉 カ ジ ノ

大 食 堂

中 二 階 卒 商 圏

二 階 卒 商 関

地 階 卒 苗 圃

建築家 J oseph Emberl on 



内 部 庭 園

北 側 正 面

l 階 卒 百 聞
住 宅 標 準 階 卒 百 岡

( 南アフリカ 〉 集 合 住 宅

此の建物のある南蛮ヨハネスフツレグは亜熱稽地方

ではあるが海抜弐削米疋い高所に依するため気候は

茜よし、。叉太陽ま民上にあるため直接日光を窓に受

ける倍は少し、から 窓l面積は大きい方がよいと去ふ

蔀である。

室の記置ほ関西の下 3 島幸と後4 階分が住宅で. そ

の上 3 階分が濁E守番l司の ] 間. 毘土は土人の女中室

となってゐる。

主燈隣室は銭筋コンクリ ート. 墜煉瓦. 外部1仕上

は主として白. 内部はプラスターにペンキ叉は水位

ペンキ塗. すべて未熟練のl設人にも仕事をしやすい

やうに設計に注意されてゐる。

( A rchi tectural  Revi ew， J une， 1D39より〉

• • 
猫身室標準階卒商圏

建築 家 Ber nar d Cook e  1 7  I X  



下回h

内 部 そ の I

既 に紹介されたコンド ン¢新H 、集合住宅 Highpoi nt : ! 銃箇の屋上に後から遁

られた住宅で‘ ある。

内 音E そ の 2

I X 1  8  ( イギリス〉 屋 上 住 宅 建 築 家 T e c t on 其他

CArchi tectural  J une， For um. 19:19より〉

-
3

2

 

7

 

1

 

3

 

d

L

一

/

-

f

げ

よ

f

仰

L

J

 

卒 面 画 及 A. A断 面 画

内 部 そ の 3



.1  1111 t  

ホ ー ル よ り 唐 聞 を 詔 む

CArcl、it ectural Revi ew， May， 1939より 〕

I  

一 一
… ｏＧｾ Ｂ｛ Ｇ＠

'Q; 

1  f管2 f ' 商 悶

( イギ" ス) 住

南 ｾｉ Ａ ｩ 外税

屋上2 f ' 而 闘

2 階 卒 面 図

宅 建築窓 Ol i ver Hi lJ 1 9  I X 



築新抄( 7  ) 藤 原 義

巧 構 奇 架

機遣の' J . t 用に即して問符に装飾の目的を主主する木造建築には古衆その檎架に様々の方式手法が行はれれo

mに水平材で直接支へT二単純なものから 、' 多〈の手 先科棋や中間組立材を用ひ Tこ複雑なものに至るまで千

差 11%)31) の積頬が見出 され る。

1. ｾ去隆寺五重熔初霊軒下

2 ・ 東大寺問害門の妻

Ｑｦｴ， 民時代に於げる情架の拠 ｊｬｉＡｉｬＧ ｾな ー例。二 重虹聖徒主民投式吉僻される。下方虹採の下に通る通ｊｊｴ木芭 そ の中間に見える木』障や倒棋のあ

たりは鎌食時I"¥: に補加さ れたもの. 多少会恨の間l切さをt I 1.. ，-C ＱＮ＾るがそれ等 を除け ば ｾ ｉｾｭ ［ 震の 特色がはっきク測る であら フ 。

I X 2 0  



4. 瑞巌寺 〈松島〉廻廊隅

構築

簡単な廻廊が屈折するー隅

にこれだけのむつかし V 仕

事を行ってゐる。

桃山時代淫築のー傾向巻示

すも の。

5. 同 上

筋1 i i にずれ; 口、〈らで b 筋

車に出来るピ ころも探れ，，，

叉か〈の如〈に昔話るこ芭も

出来る。

3. 明王院本堂 〈福山市〕内部

大虹換のー紛争受持する手法告示す。

安肘木、斗. 干凶サ木. 斗. 木鼻) ! : . こ

れだけの b のを順次縦償交々に積み重

ねて虹磁? 掘を受けてゐる。受( 7 方にrn

々技下j を凝ら して来たZ ころ時! " t 俗室

町時代。

2 1  I X 



I X 2 2  

6  HOURS CONCRETE 

J  :  2 : 4 71ut 65 6瞬間 217'I.Aa 28日4- IQ'f，Aι

1:2: 471，t t 456瞬間 300'I.Aa 288 ＵＸＰｾ Ｏ｣ｾ＠

ー

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す



建 築 家 奮 起 の

カn ｭｾ＠ 若ー

に立到って居る 。放に片岡陣士に依ってI I i l Yf iせら

れ7こと言ふてもよい都市計笠方面への建築家の職

場 li 中身大しにものでめる。之れに伴って建築物

法に従事する建築行政協j係の建築家も非常な多駄

にヒるのであ。又最近防空i r . IJ1系に従事する建築家

の数も命々年IIJ 日せらる、でみらう 、建築家lt: l t築役

術者の i百初j やWJ して待つべきでめる。

か <ill 築家のr，'tM) の分野のWI 大とともに図来的

手入 重要性の j崎するにつれて皐術の研究を怠つては

ならぬ。吾々 l:i ' I l I " に社合の状勢に戎l立国際附1系の

τ c- Yi J J向に i[;-DRをIl i JL 、て之れに hl 目隠し之れに封践する

の十分な健悟を対れねばならぬのでゐる。明治オミ

図家総動員法に主主〈悶民m用令のW' 施に沿って WJ の川柳に「布、門，1HZ;士 I: l ' > ながら技師になり j i: 

建築技術員の' ! ? 駄が、 トップ仕切って今回悦月lせ 云ふ皮肉なものがみつにが、今日では最高の当性IH

(，:I'L， ＱＢ官邸として技術戦闘の誠合致す機合 ｴ ・ ｾＺｩ［ 1: にr，JfHi '5: 'fi'iん fご人 k ｾｾｾ求することが切でめる、

ことは若々としてこの上もな〈喜ば.し いことでめ 経験lまもとより主要でめるが、単なる経験者と云

る。従って否々はこの光締める熔1読者に到しでは ふものは従来カ・らどうも猫善=位義に陥ってi l l ! 2 } J泊

心からなる淑1立を表し て之れを主主1 ; ， ， ｾ｛Ａｈ 説者亦伎 ヒの念に乏し L" 求 む る も の は 皐 植 と 信 念 で め

術報図の信念に燃えて、 自己の総力を訟げて犬 4 る、m乙〈吾々は此際潟支の悶察、或{ 主選んで海

の仕事に専念し、 図家の 7こめに獄心的努力制兆ふ Ａ 外の ｒｩ 見察念行 って訟丞 Ｑ Ｎ￬Ｎ ｩｾ 皮と 十分な研究をなす

べきである o 更に 叉際軍技術候補先制度が七 JJ ニ ベきことの必要を男ii 感する。

十一日制・でまをせられ、陸軍部外のものも技術的校 長問隆一郎氏若「官僚二十年」の '1' の一節に「後

として翠戦に参加し得ることとなり第一阿の採用 際伯は流石に者限が大であっ f: 、大臣として内務

は現在最も扱充に緊: 訟を要する航空兵科の技術{ 民 省に染込んで来られ、T 僚の t:iJ J き方を凡て知られ

納品二を採用する旨が報せ' られて居る o 今 まで下積 ると 、彼等! 立地方念特々とし f: 後本省に戻ってpl<

になり勝ちな技術員が茨面的に十 分 ｩ￰ｾ ｾＱ の機合が 7二者ば7;- 1)で、-11mの大勢に! 惰ら〈其のぷ字 L 亦

到来し Tこのでめるかも技術者れるものー敢闘結し 小でめる。内務行政に活ぞ入れるには彼等 ｾｃｉ 止界

て新東亙{ 建設の大偉業iこ向って泡i l l ! せねばならぬ の動きに封し泊限を聞かしめなげればならぬ、之

と忠ム。 が後藤内相の内務官変大抵 ｎｾ 子の決窓会されに ｪ 京

従来の技術者l式見角猫幸子主義 に陪り特に主主築技 図でめっ f: やうに，思ふ」とめる 、主主に全〈営i待の

術者は主l ; の傾向が甚しい軍事衡の牙J成に立絞って ;cj 桜を穿ってゐると忠ふ。

作意然として居つ f:EJIJ:c j): 中 身 ぬ げ な い の で め 投術者天然りで、臼分の !'Ui [;'ii i こる信念を7持つこ

るo 1主、 そhl i 勿; 諭必要であり、 )(1昔、f こねばならぬの

然し航れば砧築技術者の活動上手議 1， JSi 鈍闘に抜 でめるが崎善セ義に| 沼つてはi l l ! i J i がな〈なる。宮

大せられれものでみる。皐修のｾＹＮｾ凶も ｩｬｩ 家科とＷｉ［ 木博士官の「技術省の近」の '1' に信念に生きょと

ふれ時代 から建築率科となり 、今日に於ては建築 云ふ J.T1がめる 、 . fl 1J ち「夜、はこの w: に 『正しく力

強科も研究の必要から夏 に分煩{ e ! 必要とする l時代 弧 < ｾ生きると言ムミＱｊＮ Ｐ 殆ど Ｑｉ ＱｴＭ無二の民量生訓と

3 1  I X 



百Iに選出の j切を失つに感あるとき夜、共芝ぴに控えしてゐるが このモツトオを貫( t こめには私が現に

ない司王宮Eでめり図家のにめ切に先生の仰健闘念樹持合せてゐる賛弱な知 識7ごりで、 その方! 1 . 充分で

る次第でめる。める o p住之合統制する 7こめには Jnf，際1恨の信念を必

以ヒill 給系統もなくかき注ねて氷にが、要するw  とする o e 言. ふのが. f L . の信念でみる」と容いて

に新東] ! " [ E r 殺の途上に濯って述築投術者の lfi 債をめつ? こ。

図策上 iこ反影すべき ;)o' ，仔の機合に巡過し T二のであ叉寺L の主主についに吉撲がめる 、『ナ チ い!ま何か』

るか ら指導力量十を確立して一致協力総問れ る信念と言・J 、本の谷頭に「猫逸よ 、j析し き理想なくして

含以て使命主主成に逝主主すべきを強調し t: し、のでみ生命の新しき芯( ¥; に主主ることを得ると信子る :勿

め匁の

る。

土 木 技 術 者

れ。 BZ の主主命は -¥・より上に 必長 して、上より下に

のにして奥へらる〉ものにめらさ。る こ主に想到せ

よ」とめつ fこ。

ど生長するものにめ らさ' ることを、獲得せらる、も

正口
l

 

j

 

l

 

準高直深く信念に生きる建築家! ま須らく 主主大な新

前に :本誌に「述ま己批卵lの飲如J とし、 .' 、主要涯の長H

J制力q . 品載されにが、 それに就L 、て、 まだ1J μ にか

カ、つに誌のない菜老弘氏カら{ 卸税切な5F紋{ f ll¥¥li

しい現怨のもとに従来持綴し米つ t: 建築家持殊の

::2穏をー拐し基(t 局を打開しで千載一遇のこの光開(

みる ;;:，y代に - J 音の活1慌を必要とする。

そ の 御 訟 に よ れ ば、

建築界に於いて批剣の必要な$t 式市，i { f 伎にぬ

てコ T: 。
一般に人的資源飲芝山時でめり建築技術者の不

足' t 匂1 J ' l 変に感じて賠るときでめるから 、 関家はも

とより各自も尖の; l l iH区後を7講じつ〉懸命の努力[ f
が、現に批判は疲大に行はれてゐるのでめって、

ろくにまE力も冊目へぬ登が他人の作品に tfN' l 占的な批
ｪＧｾ ばねばならぬ 、 殊に今回の徴用令に依って一般

州を7試みて得意になってゐ石のはなげかはしい事
2f-杭l産 業 に 従 事 す る 建 築 家 は 人 一 倍 の 努 力 が 要

でめる。だから我が園の現状ではむしろ批剣の役
る。

制を務める人間; ; e 減らしてこ そ然るべ きだ。最近
主幹ひにして政府も遅 よ きなカ : ら技術者の餐I況に

の批ヂI j で主主に要領を l +Hこものがめる力、心誠八でみ

れまへ。そ i ｌｌ ｴＺ今 ｻｆＮＮ ｃＱＮＩｉＱｴ誕 ｉ， ｉ Ｇ Ｎｾ［ の法王色界展望Ｎの設

計意匠の古¥，がそれだ。

金力を傾注しっ、ｩｉ［ｊｾ 、 各省に於ても技術者に限

ら1" 人心、をァ新7二にする意味に於て人事の交統合行

ひ、内務省又同様の趣旨に依って技ー術者の交流ぞ

とこう云ふのでめる c } J t 列がM; にかくも東に行
断行しに。土木陶係 ＡＺｴＮＧ ぽ ι 〈証言 ， 住築 Ｆｩ Ｎ ｾＱ 系に於て

lまれてゐるとすれば至怪結構な誌で、筆者まにやJ
( ま大阪府 ，¥，湾建築課長l立本省第二抜術課 長 l二、内

舎か云はんやでめる。筆者が批判の欽; 旬l をうれへ
務省のまを閉さんは新設の防空附1究所長に策特し之

7この/ : t . 臼分の見聞の狭きが? こめで めっ t: のでみられに1 ' 1 ' って大阪府建築課長には十二年ぶりで古巣

う。として、 その注築年鑑の指示の出分を? 読んでに蹄 (J れ て 井 上 新 こ さ ん が 就 任 せ ら れ れ の で あ

みれ。建築界展翠の中の殺 E汁意ほの1ml ま治自律! n弓る。殊に愛国防空研究所長及兵窓都市計君主委員令

氏の』書官で、氏一流の簡潔な名文主主て主主に要領よ技師宮本長治さんが勅任待遇になられに ことも建

くこの一年間の我が図の言宣言十意匠界の出来事に就築界の喜びの一つでめる。

いで委曲全策し依すところなく替いである。 これ関策合従の方面に於ては大熊省、管法ー管財局工務

だげの3日惑を僅か 6 頁に 1枚められれの! : t . 氏の健筆

舎もつで始めてなし得るところで敬服の外ない。

部長のiUJ，同議火先企が北支住宅株式合祉の函IJi d:長

に就任せられ7こことは、% 角建築家の図策合詰土方

IX  3 2  



然し、これは題名の知 n 展翠」でめって、「批列 J 築家の意匠によって美し〈出来上つれ容を喜び、

ではなし、。簡単な感想が附加されてゐるので. ; t 老 これまでの土木工事のにめに日本の美税が答{ まれ

住民はこれを批9113えでめると鱗脅されれのでめら Mさつに事を遺憾とする 、 と云はれるのである。

うが、 それは滋淳氏に主つては御迷惑な解簿でみ ×  X  ×  

らう。こう いふものを批ヂ1) でめると忠 lま せ に の 粍来の土木工事が図七の美を訊ね T二かの如く云

は、￥伴者の前稿に於げる説明の不充分の基〈しの ばれるのは、土木技術者に劃して】凹]1かii l J 辱的では

であるが、今改めて説明を繰り 返す本も主主しかね ないだらうか、或ひ l: : t 片手落ちの非難ではなカら

るので、認の批剣とはか〈の如きもe 7 ; ，であると例 うか。なる F皇、拙劣な土木工事が自然のJ風致を偵

を傘げておこう。滋 ｩ 幸氏の交が引合に ｾｈ されれか ねに仔ｾは霊長いカ｜金者をして云 ｬ ましむるならば 、

ら同じ氏のものを滋げると 、氏がかって 、 アルス 土木技術者よりはるかに 霊長 くの建築技術者が、そ

の建築準大講座に執ぶされ仁左きの往築論「バル の不充分な技術に基〈拍¥ｾ、作 品によって風土の美

テノ y の鰐Z引 の 如 きも のこそ誕の批列であると 淑をぶちこわし入院! の感情を筈してゐる事を指摘

弱者は考へる。尤も滋湾民は批! I ' I ) のつもりで容か せねばならぬ。

i u: のではなし、かも知れないが、いや し〈も他人 土木投術者はその設計に於いて、注築技術者ょ

の作品な自由に批列するからには、 7':1:' ょいとカ りはるかに料筆者的でめり 、 且つ純情素朴な ｪｾ

1iH，いとかではいげないのでめって、この位の深い 度、 自然に劃する欽 lたな心を持ってゐる。そし t

E史鱗と愛情とをその作品の J 二lこ示してカか C なげ Ilt の) i J i 祁「美」を7口にする徒輩のR民営恐れて紛こ

ればならないのでめる o その主主に 、こ の「バルテ まってゐる綾子はし 、じらしいばかりでめる。そし

ノンの簿設」は模範的批列で あると忠ふ。 1:1ご作 て「美 J el まEZ溢にして自分遠の到達し伯尚' ると

者を失還させにり士宮長させ 1: 1) 、怒らせ[ : 1) 悲し ころのものと芯ひきつてゐるようである o 主主築家

ませ 7こりするだりでは何にもならぬo 作者の巡ー歩 のように 、術力明白を7阪はなげれば| 世間が美しくな

の[ : めに 、 その作者を必要とする祉舎の向上 の7こ らんな どと柄にもない大 それ仁野王立を抱いて ゐる

めに 、i怜悩こめて試みられにものでなげれば、そ ものはゐないのである。

の上に我k l .1Mi却をも期待する事! 式出来なL、。 そして「美 J e  ｾ、」、言 設さにお Ｍ ￼ 、へながら 、 ミし

以上 lま示欲を J! 見はつれ来老生氏に 3討す る御返答 で機合ゐらは¥自分主主力; 主主に無耐J心、ではないぞ!

でめって、こんどはこちらから「パルテノンの鮮 といふ慾皮を 示 す。こ八なｾに周囲から談つ ｲＺ Ｉ� ｬｪ

詮 j ぞ一議されるようおーすすめする次第でみる。 絞を輿へられると、七月タ1立証Eな設計五? 完了してお

×  ×  ×  
りながら、その上に無細工な遊縦装飾の蛇足を sf 1"

上i 1 ! 1 の事情ーが機事長となって議/ しL 船華民の文 げてしま J 、。これが、土末技術者の陥入る最惑の

'1' 、弱者が興味? 感じ Tこ駄が二つ めワ了こ。そのー 遣でめる。この放に土木工作物が図土の美観を，ｾ

つ 1.1 r土木的法治物にH t 築家の参JJ 日する事」でめ づっげる等主云はれるような結果になるのであ

り、他の一つは第 Ｓｾ 民の「問題」でめる。 Ｑ 走者に る。

就いては摘を改めて述べる事とし、ここには前者 土木技術者 の稚 拙な技術含以って試みに遊 ｾｩｦｦ Ｚ 袋

に就いて感想' t i 1 ! 1 べ、滋漆氏の示教を仰ぐo fl(j iの混雑は、美しいとまではし 、かな〈とも 、美し

×  ×  X  くない主主もないものを、わさ“ わさ 、美しくなくし

治i! i幸氏の記述を摘記すると。 てしまム。自分の技術上の所ilff を・以って率直にそ

日本震寸J 合祉の黒訟の変電所と その堰挺とがえE のまま賀施すればＧ土木都造物 Ｑ ＮＱ決して ｦｪｾ 怒ではな
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いのである。事者の如き は現夜のこ土木郁池物の <1

'

作品とを見絞べながら 、 111 口氏の案が資施され自

に少からぬ美{ [ > 凡出 t:' す目を持ってゐる。土木総 分の実力; 葬られるのだと云って浅念がってゐ f こ

誼物念美しくするといふ司王は、土木技術者が料' 塁手 が、説者はその jj 純正に雨案に甲乙なしと認めてそ

的に完成される とい ふ事によって主主せられる。 の旨を述べ7二のでめっ1: 。山口氏の作品は秀抜な

土木構造物の設計に建築家を参加させる等は半 る ｉ 司法・ｾ 以 ってゑカ切れてゐ 、 つで 、 非常 ｾｉ こ効果的

者の忠ひもよらぬ所である。建築家を参加させる でみつ7こが今出来上つ f : それを凡でもやはり作闘

と い ふ容は結局は土木技術者が建築家的色彩ｾｾ貯 に見られにた:''<J の効果のもので著しく間前‘ 的な作

ぴる容になり、上漣の患を繰り返す惑になるに過 品でめるように凡られる。表面的な J! 民主主成な見方

ぎぬo 往築家も亦、領地{ [ > 搬げて衣袋屋に ffi t" で評するならば、 この作品はレモンティーを飲む

一歩後 ill する事になるのである。説者の設は、 li 寺の闘に謝する伴奏といつに程度の佳作でめら

第 l 。土木技術者に美といふ事{ [ > 忘れさせる うo lIi ft < て、無iほと人の心を捕へない所がま11って

事。 罪のなし、月fであらう。その代り 、心の奥底迄突き

第 2 。そして縫々科皐的ならしめる司Io 刺して我々をＡｂｾ霊ひさせる棋の感覚 ｬ 工芸まれな

第 3
0

建築技術者を' 土木構造物の殺到に 霊長1) 日せ し、。その立脚するとこ ろのモ〆ー= ズムはすでに

しめぬ事。 暦史的な記録になりつつめるところのものでも号

これである。以って、土木界を現在の建築界の百 201手もにっと今波授電所と共にー錯して歴史上の

鬼横行の惨状より救ひ得ると信子る。 一時代に刻されるところのものである。

澗u華民は建築家を如何に土木構造物の設計に参 級の深い森と背景 に、 碧紺 の* i:' 古iJ 景 に、ポツ

力日せしめ、主[ 1 何なる効果を翠まれるのでめるかo カリ浮んピヨットな ら ぬ白ｾ の 家の美しさ 、 Ｗ こだ

堰堤の如きものに建築家の腕はどのように振lまれ それだげのものカヘこの積建築物に古い緩式〈つ'

7このでめるか。その結果はどうでめっ T二カー御教示 れが採用され来つにことをめき? こ もなく思ってゐ

を乞ふ次第である。

X  ×  X  

られ1: であらう瀧海氏の目を捕へ 1: のではめるま

L 、1;'。

つひでながら 、滋告書民が美し( tf ¥* 上つ7こと評 ここに述べ Tこのは批併j ではな〈 録者の感想に過

されてゐる泉苦li 川第二稜鉱所について説者の忠ひ ぎなし、。甚だ無責任な言葉ではめるが、作者は無

を附加しておく。この 111 口蚊象民の作品 lま僅かば 責任に賞められでもt l ' ! らないと同じように 、キー者

かりのモグ ーニズムを以って我々の目を慈〈げれ を責めではならぬ。

ども 、 それは青空の白い雲が入の目を惹〈の t 同

じ 裂 由 で め っ て 、 丸 い か ら 酬 い か ら と い ふ の で 三 十 坪 住 宅 法 案 是 非 論

はなｾ Ｇ， 白いレ ー スが涼し〈見える程度に我々の

感音色を箔ぷるに過ぎなし 、。その出来後えに於いて

古 塚 正 治

同じ 13年度の作品今波の重量電所( これには滋局2氏 日頃将棋に趣l広{ [ > 持ってゐる砿は、主主面に向つ

の殺鮮はな いのでめるが〕と比被して同じ快度の f ことき敵は果して何んな作戦に出て来るだろう?

ものでめると説者は認めるのでみる o 敵の作殺の菜を筏 1，、て自己の思ふ計創に敵を透導

貿は、三伴者はこの 111 口氏の作品の西日銑闘を日本 して敵陣ｾ如何に粉緋す可きかと云ふ卵 ｪ 断 、 それ

憶力の本社で見Tここt がある。数年前の事で、 日 に苦手〈絡めの主主面の鎚化とそれに仲ふ織り 引 きと

本電力の田畑正技師は白分の作品とこの 山口氏の 云つ ?二面 白球は将l架道な ι では持ち得ない燦しさ
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を感す・るものでめる。質際自己が見rr うと信じてt' t?l

んだ術策に -. r' ; /-v と敵が乗っ 7こときの感興、 それ

と反鈎に敵の手に絞められ7二ときの気持なんて・ ー

-・ φ やる者でなりればi氷へな 1，、苦奨の境地 lま椛に

は遣の持つ禦しみの大なるものでめる o ] X; るとき

は自己が敵陣を紛れ ｚ せんと突撃しれ ｊｉｾ のことが返

って自己陣後の破滅を招〈と云つに迩命を7勝主主の

めとで返り凡7ことき云ひ知れない湖、し苫 o感ぜき'

るな f砕な L、、 ! t I r ふ云つ Tこ襲叫の形j旬、は宛 L 浮| 止の

1吐想に較べて興趣の少なか らさ' るものでゐる。

斯八ど政JH/J :近〈登令すると云ふ住宅建築の新

築に' 首って坪散による制限をしようと云ふ話でめ

る。了皮摘はに際して敵陣に向 つ t: 作戦の戎るも

のに遁- t - る被に想[ まれてならな L 、、何 u 1. ，の立法

実と規を一つにして一方支げれば必すイ也に夫れに

も宿しれ無理が伴って来るのではないだろう?

政治の根本妙底力; 箇矛IJ 民福にあると云ふのは平協'

の特に云はる可きで現下の非常に於ては 11 : むを件

ないと云ふことに忠清着するのではめるが、立法に

営つては矢張り全図家乃至会関民と云ム里占企一際

考慮、せらる可き要がゐる。

倒へば本法で許さる、程度の住宅五 ｬｴ 築をｾｊＱを ｊ 目。の

上から特にー倒として木材にの み就いて考へて凡

7ことき 、政)(，f の云ふところの無許可鈍図の住宅@ :

ｾと云へばこれに使用する木材 ｬ 主主主界で云ふとこ

ろの並材級に属するものでめって決して高級なる

木材全必要としないでゐもう 、 ところが政府の希

zzせられるところは、現 F の非常に最も治、全必要

とする重工業方面の工場建築物なり 、 それに附随

して必要4 とする聖子務長住宅途築材に事鉄かぬ椴と

云ふ目的か本法立案の一部でめるとし れら 、:!q' lJIk

制限案必子しも営を ｻｾｈ 二結果ｻ･ ｾｦ らそうとは考へ

i! ' Tられな L 、o fiiJ となれば比皮の許可を必要としな

い住宅建築に必要なる資財は私の考へる政府の司王

ｾｾ力、 、 ぬ桜と希還せられる建築資材と会〈同一標

準下 にめる資財でめるからでめる。 -ll t上単なる )1-[;

の一石) . を以て見て1. ，. . t1: の複雑さが似 J似せられよう

結局坪数制限案[ ま7f1. t.r. して去はしめれば& 、十し

も好果 o漏らすものと は考へ伶られない o ! 必十こ

れに伴って起る涼 と と的ミ�Ｎｾミがより多〈立法の欠陥

を物語りはしないだろう? 。

或 ｬ 土夜、ｾとしては察しろ政 ｊｍ 立案の逆念行って

即ち三一卜:l! p以下の住宅往築を主主てんとする者は之

れを｜ＧＱＧＱ可 ｩｩｩｬｊ とすべきでは ｾｴＩＮＮ つれつ。そして三｜ Ｍ

坪以ヒの住宅住築には Jt 坪 'IWＹ 翠 ｾｕｉｒ ｾ＠ Iこ三百四

( 或lま現 Fに於ては五百阻1以上とするも可? ) 以

下のものは待に許可制とするのも妙案では無かっ

に? 。何となればな実に依る住宅建築と云へ( ; f 其

I ，I . t X は恐らく非常に少いものとなり 、Mの樋の住宅

建築ではi吹J( ，f のm斯せられる並材級の使河童; ( 式会

建築木材の二割前後の[ 汽絡にしか出でない筈でゐ

る。しかも翠. 俄 lこiIiリ限 0) ) 日

宅新築税の如l きも今日の虫f I ¥、 しかくコ・ 7 カシが

出来な〈なる、新う云つに怨度の住居者には些し

7二る官置なる税法では，f ! 1 f い筈でめる。一材木商の ilitl

から凡てもそのｦＧＮｦ ｪｬｔｾ 号 ｬ 上iここれ迄左大きな相迷の

ない程度でi好むだろう。確に政府の三十: 坪案に伏

れ( ; f 一部の材木商には大きなイ F 手となる? ごろ

う、 f止に tyi 1i i H白木商なんて自然潰れて行かなくて

ばならなくなるに迷ひな L 、。技術的に云つでも箆

秀なる技術家なり大工な 1) 1.， 折角の優秀なる技能

合後| 止に仰へることが出来な〈なりはしない? 。

甚之Tこ・忍評ではあるが↑ 止問一昔日に月Ir謂重工業j託金

と云ふ階級がめって尖の蓄財的成功がなり其アコ

ガレの? w のーっとして自己の住む邸宅全i ] : 築しょ

うとしに雨戸際に三十坪 ｾｩｉｊｾ Ｎｬ ｈ 廷が飛び出しては彼

等のｾｉＮ， ｮ 佐 ｔ ご Ｓｊｩ ｲ 二るに過ぎな〈なる 、 凡方に依 つ

てはー沫の問。情をｾｾ交じ仰な ｌ 、。私は重ねて云ひ ＱＺ

い ｊ 肝う云つ ｴＺ 待秘ｼ省主ｊｴには矢張りスバラシイ ｊｾ｜ｉ 宅

{e新築せしむ可きではないた' ろう?

脱退の銭トげ引きや作戦の哀茨にヒソむ妙味は )1七

［泣から生れ てｴ［ｦｾるのではな いだろう＿

( 1昭利114、8、2 日ねる〉
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の 最 新 原 理」抄 録 ( 4  )  の 「調温、換気Bedford 

及び69
0

F 以 t では災害額皮は坪tbuの傾向 を万三し 、

ＶＵ Ｐ Ｍ ＶＹ Ｐ ｆ の純国に比して ＷＵ Ｐ ｆ 以上 ｬ こ於 ては ＲＳｾｾ

T 精し 、55
0
F 以卜 に降れば32- 35 yo {[> Ift1J II し1: と

いふことでめる。( 第 19悶〕

2，炭坑夫に起る災害

鎖 ＱＱ Ｑ 作業に於いては 、 坑夫の ｗￆ は殆んどｾ魚

体イヰに基肉 する とされ、V ernon，Bedf ord War ner  

等の澗責によると 、作業位 置の淑皮が災害に索大

な関係含有する。 ll Pち高犯の場所で作業に ついて

ゐる者は、j ) と遡温度状態に忍まれてゐ るL のより

も災厄を裟り勝ちでめると し、 J 、結論に迭し 1: 0 こ

の問先 !;tJ 0のIそ坑に於て 2 ｾｲ 三 間以 上 従業 してゐる

18，000人の品工夫についてなされ1: ( ，のでめるが、

先づ夫 4 の炭坑内の糸魚についで検分、ill 1j:定を '(j-

ひかくして彼等が遁常 11接されてゐる泉況を .11・定す

る事力 ｱｬｾ 来 ＱＺ のでのる。

ぞれにイたって作袋必所の温度が災皮に明かに削

Ｑ 系のめるｾｪ［Ｚｦ［ Ｚ 分つにのでめるが 、石 炭の良正面 ｔ で

作業に t記事してゐる人[ 立、炭坑 内のi也の何れのJ嘉

戸ijf で倫L 、てゐる人より 1.. 2 倍の災Je : を変り勝ちな

のでめる。 80
0

FJi!l; tまそれ以上のち易i:fiJr で鋤いてゐる

坑夫[ 之 、70
0
F以 f の場所で 働いて ゐる八より 30 -

77メタ〈 、 70" - 7 9
0
F で仰いてゐ る人はその' 1' 聞

でめる。 JI: の他の地十 苦手働者中では湿度の影響U:

J I i に繁るし い 70
0

- 7 4
0
F では70

0
F より( ， 4 2 - 5 0

ｙｯｾ長〈、 ＷＵ Ｐ ｆ 以上では ＶＱ ＭＷＲ ｙｯｉ｜ｾＱｊ ｮ するといふ。

官民

災害奴度、病糸に及1ます環境保イ，¥一

軍需工業に於げる災害

炭坑夫に於げる災害

年齢と災害頻度

料工業作業者の病

製俄、製鋼工の病

険 i/[ 夫の病

JI 、の他の研究

結 論

自

第 8 :1手

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

災害頻度及び病気に及lま

す環境篠件

第 8 :1き

環境汲皮の過度の滋駁と寒冷 、 ＩＱＺ の上に不 ￬ｾ とな

る状態が さ 主 ｅ 量 虐 ｃ に電大な ｾｩＱＱ 系を有する こ とすでに

池 べ7二慮であるが、更に健康皮にも彩響し災害の

危険に導くものがある。

l 軍需工業に於げる災害

大病状態が災害頻度に及ぼ すi形響について最初

に行[ まれれ る調査は、隊? 州大fi伐中 Ver non に依つ

てなされに L の と忠ばれるが、 大軍需工場に於い

て調資 せ られ Ｑ Ｚ る 記欽 にｻたると、 ｪｘｾ 奴皮最少の

混皮宮E函 lま65
0
- 6 9

0
Fで み る。

更に他の軍需工携に於い て Osbor ne t  Vesnon 

に依つてなされれ委しし、綱貴に依るし 6S
0

F 以下

乾味湿度に依る坑夫の災筈綴皮

ａα 泊ｾｮｉ A ぽ泊虚偽E

Mu... ｊＧ， ｾｱｵ ， Ｇ同 ｓ ， ＮＮｵ ｩｬ ＩＧＨｏ ・ ｖ ・ ｬ｢ ，ＮＮｴＮＮ［圃
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災害の駄を考慮する代りに、 1000時間の作業に
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る作業状態 l立病糸或l立災害に依る飲勤者 を決 定 す

るー原因となり作る。 EZ熟慮に於げ る小災害の鎖

肢の大なるは、 その歎の大 のみではな い。

3 年紛と災害頻度

作業場の温度[ ま久、年齢と災害頻度の関係 に も

影響を及11' す。霊長〈の研究者、最近に於いては 、

M iss  Ne wbold 等は工場災害全年齢との 聞に 一 定

の相 自主Jめることを示し、若年者のJJ が老年者ーより

も災主宰を象る度合が多 い と結論し 1: 0
之は 用心 の

深さと経験によるものでめ る。然しM ss N ewbol d  

の調査しすこと ころに依る と、4 ・齢! 主将験よりもっ

と主要な る原因でめ る。

これを炭坑夫 につい て調査して凡 る ん 総 括 的

には30- 40哉の者に災害カ :少 し、 !: L、ふ結果合がし

他の産業従業員中にえられるものとヨjo常に惑って

ゐる本が分つナこ。つ i 1) 炭坑夫のやうな大惚F r i f {l'

齢の人 に よって形成されるグル ープに射して l士、

年齢T 制限しなくては い げな いのであ る。

度を官十るな らば、 最も 高温の場所が最も激しいと

いふ ことが示さ れる 。然 し災害弧度 に於げ る士宮加

は災害煩皮に 於 げる増加に比較すると さほ ど大き

く もなく 、 叉 Ｍ ｴ ｾ 置 でもなし、 。

慨して人々は寒冷の場所 で家つ 工事故の後より

も 、 高燃の務所 で 家つ ＱＺ め とに は 仕事 合 休 む ｩｾ 閑

を少ししか とらなL 、。

種々の呉 れ る温度 に 於いて家つに災害 の温度の

差異は第20闘 により明 かでみ る。
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員;;20ぷ|ー 温 度 に 附す る快坑夫の災害分布

。0....

60 

老;1，[' 者間 に7におに司'11111 しっ、める災害の知見[ (1

4、災害の- 4' rj Jllに イたるものでな L 、。何故なら火災: ; r ; :

の頑皮( : J : {j 三紛のJ f t 1mに1:1、ひ、次第 に府111¥してゐる

が小災害のそれは- : [ ; 主に減少してゐるからめる ι

一般に Ｕ Ｐ 歳以上の入に起る 、 災ｾ［Ｇｅ］Ｈ［ｴ ＳＰ Ｍ ＴＰ 哉の へ

に起る災害より約 ＴＰ ＷＰ Ｎ ｾ ｾ欽狗をしてゐる。
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作業 湿 に依って: 左右せ られ る災害奴皮と年申告と

の関 係 は ｉ ｾ 掲 の 表並びに 第 Ｒ Ｑ 悶示 す 如〈でめ る 。

3 7  1) (  

20 日以 lこの鉄動全起す災害 (i 淑皮に拘しては私一

るしい主計七が ないが、校m: の災害! よi E肢 と 共 lこ冷

却1 してゐる。 10 円以 ドの飲勤を起 す災害[ 之、高!!¥l

に於いて低温 の三 倍である。

これら の結果合考へるに 、 このnd去最はすべての

災害を ［ｕ 銀しにものでなし依ひの拶 ｲ ｬ ｾ まれる ｌ の

のみで あ るこ とを忘れてはならな L 、。 三 円以 ドの

鉄勤を起 すや うな 小災害 に吉野しでは 償 ひ( j j ，li 1まれ

や、 ;<.、ITt}fi され て ないのでめ る。

大災害の飯度 と小災害の i成度占の聞 の比例が何

故ttWt.皮 に依って左右され るかといふ こ とには明日

な るf 屯虫はな い ゃうであ る。 小 災害の歎 は如何な

る温 度 で い 略 同数でめると忠ばれ る。

め る入力 :20日以上の休養ケ 正常とする災厄を毅

つに羽合は彼 lま援 隊 1j. <飲 勤する が、俺く W::¥L、{築

主? 受付 -r:1:' (1 でめ ると 、彼! 式全然休2きを と らな い

か、或 は僅 か一、二 日休むのみでめ る。 もう 少し

霊長〈休むか、「武ひもヶ抑 lませようか、 とい ふ決心 は

傷の恢復 の官r !背より も、経済的原因、 作業 状 態 等

に依 りその坑夫の心次第 になるので め る。 不快な



年齢及び温度に ＱＱ 日する炭坑夫の災 ｾＸｩｬｦｬｔ 皮

Agc  Gr out  

Under 30 ycars 

3
0  to  3 9  years 

40 to 49 years  

50 or more years 

Acciderll s  ::er  1. 0 0 0  M刷 会cr }' cor  

Secms 油 I. er t! the ｔ｣ｭ� ｴＮｲ ｾｉＺｕｬ＠ 'l V Q S -

じI I J C，71)へ 70

・
10 79- . &>・ 0 ' t1I Orc 

Ｒｾｾ＠ 2 o 3  2 89  

E号o 2 1<) 2ミ2

2也o 2 ) 2  2己。

19 '  ) 3 1  J 4-J 

主主淑 70

0

F 以 下の涼しい炭坑に於ては* - 答鋲皮

は年齢の増加 に従ひ減少し、4 0 - 50歳に於て最少

でみ b、50歳以上はそれよりーす多L、。ぷ湿 70
0
F

以七で は最少の災害額皮lま30- 40歳に於てでゐ b

年齢の府加 に従ひ急激に I曾1mし、50歳以上lま3 0 -

40歳の入より 4-470 ' i長い。

疲労は災害惹起 の主要ー原因であるが、老年者間

の高い災害皮は、作業の烈しさが苛年者よりも老

年者 o早〈主主、務官しめるからでめる。則努がおJR

中に生きまれるならば主主勢は更に大であり 、老年者

にと って待に著明でめらう。

4. 紛工業作業者の病

遇符君主居と換* " 不支が隆康に有害なる本11周 知

の事でめるが 、 換気不ｾが作業ヒの病に及ほ Ｇ す最多

響も古くから認められてゐる。

140年前i) Percinal同士及f V l anchester 術主謀によ

b  研究されれところによると 、料工業作業者は特

に燃によって影怨を受げる事多く、共のＩｾ紛殊の

病の流行してゐない場所に於L、て し 高 犯 と 汚 染

空気中に符閉される本にイたって、不可法的に tE質

カ1:f.( 羽してゆ〈のであると L 、ふ事が分つT二。然し

細心の注意の j9l iばれれる工場では、 それらの鈴筈

は怪めて少L 、ので、彼等はこci必の取締におし法令

を音量げる こと をヶ強要しれ。
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第22闘ー紛工業作業行の l小汲総病，1t l 1病室存

I X  3 8  

18021 ，存食しい作業者の雇! まれてゐる料工業工場

に於ては 、 ｾｪ ｾ に［盛 Ｑ［ｩ なる換糸を＿な すべしと保 例巾

l二土見定さ; ! ' L/ : 。

以後、不純なる空主主力: 健康に及If す影響につき

非常なる注意が仰はれる絞になり 、積キの病I H端

康を s' l ' " 設することによって起 るのでみ h、紛工業

工場内の汚染空 ft，.-i. T: 作業者主主ーの多〈の呼吸器病の

原因で i6 ることが明かになつに。 Bradford，l-! ill は

ｾｾｾ ｩ ｬｭ の多い工場に於いては 、 その他の工海に於げ

るより庁・吸器病3 }1の多いこ とををま凡し 1:
0

第 22問

それを示しにものでゐる。

高汲 Ｅ￬ｾ なる空糸の影響に ｬ 刻しでは 、 目立 ｔ こる詮

械はな し、。戸外での主; 舌は生誕める健康を作り 、

L eonurd J-I il l 等にイたると外気中に於いてはやjc}.:! ，n犬

態に於いても 、肉他的のi ! U] 7- 1t ' 位進する主 いふ。

大多数の料工業工場内凡られる高浪外滋の空気

状態7J : 、不健康の原因でめることは古〈カら主張

されてゐるが、25ip育i) 内務省委員に イたって、健康

o告ーするものは ltir怯' な空気中で、長時間総被的苦手

ｦｩｦ ｾ ｊ をする事によって経るのでめると報告し Ｗ こ。 ＲＳ

年前j には B，吋ford J-l ill が多汲空泉主: 綿工業作業

本・の病ぷに及lます影響につき統計的研究をなし、

人工的に JJni:Thせ 乙れれ る 工 場 内 の 脳 病 率 し 加 浪

ゼられき' る工務のそれとを比較してゐるが、雨工

場開には病泉の倣、質に於いて何等質的相違はな

い といム結論に主主してゐる。工努力; 結殊の温度及

び関係? な! 1 r . に依ってしめられれ場合 l立、温度の上

昇滋 ｅｅ の府 Ｑｊ 日につれて病泉の敗 ｉｾｬ 曾加しないので

めるそこで温度状態も或限度を超えると病泉は何

等ｾｾを及 ｬ まさな いとい ふ主主になる。

5. 製織製鋼工業の病

高温作業 lこ従事する人々は快適状態の下に働〈

人々よりも協病率が高い。

Vemon. Rusher 等 が 6 年間に 亘りの製繊製鋼の

製滋製鋼工の応について記録しれ茨 によると、商

法l刻苦手作業に従事してゐる人の，限病率は、i通常淑

皮で{ 動いてゐる人よ り惑 にお〈鋼俄俗解工に於い

ては 2370、j波紋工に於ては2070、 ブ リキ工、製 鉱

工に j冷いては 1270、 8 ￝ｯ ｾｩ となってゐる。

ロ イ マ チ ユ t 呼吸器病に 腕病率の多い鎌鍛工及

び鏑俄工は、寒気とし 、ふ非常なる危険 に巡 過する

か Cでめる。何故ならば彼等の i:l :J1l :1まi*.ru. 期間と

かl限作業がそのめと に件ふと ころの非常 に烈しい



仕ＮｬＺｦｾの辺 ｾｴ ｖＡ勢働を必要とするがらで ｴ ちるのブリキ

工 はほんの僅カの休息をとる ので殆ど縫婚約に初J

〈。と ころが斯械な短い休息 l立冬糸を起す事力吟

どないのでみる 、 故に彼等は他の戦工よりロイマ

チエ に力、る事が少い。

ｐＷ Ｒ ー製鋼工の槌病 ￢ｽ ｬｃｾＩＨ ｖ ･ｲｮｯ ｮ D  R ush er )  
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9. 炭坑夫の病

高級病率と高温止のE下11系l主 Ve r non.  Bedf or d.  

Wa r ne r に依つてなされれ炭坑夫の欽勤記録に於

いて明かである。この記録は二期間に於いてき長〈

の炭坑から集められにものでめっ7こが、雨期間に

於いて温度と、病ぷのｾに失 ｬ まれ ＱＺ る時間孟との

問に I! 明かlこ附1系があっ 1: 。第23困l主主事い炭坑よ

1) 熱い炭坑に於いて多〈の病 ff 経自主しに どころの

石炭直商勢働者と その他 の地T 労働者の二つのグ

ル ープについての記録でめる。
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第 23図一温度による炭坑夫の病

7. 共のイ也の研究

80 

ｾｾの イ也の研究として、 もっと穏やかな温度に於

げる 、湿度と病授生との| 官H糸について部] 査して見

1:
0  

800入の女子の作業ーしてゐるみる大工場に於

て多種の温度を夫々の季節にめではめ 、病糸の均

失はれる iey開設を記録しにのである。多数のス ト

ープを殺置すると 、工場内の一室は他の工場の卒

均より 7
0

F 高主なり 他 の 一室は不泊常 に加混ぜら

れる。そしてき子 にはその氾肢は他 の平均の工場よ

り7
0

F j民となるのでめる 。Jl J f かるこ室内で作次ーす

るヘ々は病のｾｻＧ也安の ｌ のより非常に多くのは間

守失ってゐる。低温室では 2170向湿の室で 3270、

他よりおL 、率公示してゐる o Mかる笠内に於げる

病ぷのお率 l士、温度状態の相法のみによる L のと

( 主主張出来ないが、記銘に於いて はJ ( lf ( 暗示され

てゐる。

こユウヨ ー タ換気委員合では皐1 i t の病につき湖

南し、 1923;1三皮に後決さ i 11こる記録にfたると教主

の最適温度 l主68
0
F で、之より 2

0

_ 3
0

F の重量化が拾i

病率に ｾＩ､ するい 、 ふ結論に詮ニしてゐる。然し最近

の間合の研究では呼吸探病のを費生には僅かな温度

安 化11最多怨な〈敬室内の状態より戸外のぶ象状態

のカヵ :より附係める司王が分つ 1: 。

以上のliff 先より 推察する lこ、倍程い作業の行lま

れてゐる場所に j冷ては、その温度は健康には僅か

な影認し力持7こない主主になる。兎に角高淑と 、 腐

病寧の府加との閥1系に磁悶? 二る; 友披はないのでめ

る。然し草I j 苦手作業に j冷てばかlであって虫1] 努作業の

応滋に鍔しではロイマチスと呼吸器病、 1.[に I民話1

なる時 li n射病の然痘耳障をf A ' e凡る。

8.結 T命

以ヒ 、 ［自＿止なる援 ｪ 互換ｾ｜言 ｾ￺ｗ に イたっ て ＱＡ トられる

べき状態につき注べ、温度と 快感の閥係について

論じて旅? こ。又糸象状態は、快感のみな乙子、 作

請を能にも 、災害頻度にも 、健康にも影響をア及ぼし

てゐることも 示して来1: 。これを慨P質的に言へば

こ の影響 ｬ 主不快なる過温 、 ［Ａ￭Ａｊｾ令の状態なる時有害

になり』畢ちでめると言ひ4診る。

近年に jたいては工場主側に於いて、工 場 の 媛 房

換気に到し次第に法意が挑はれるやう になって衆

＿こが 、 然し多くは ［ｏｏｾ 首なる殻備に於いてなされる

べき ｚｊｾ 1); 未だまだ主主ってゐる。 旦 遡1Z' な設備に加

ふるに; 自治なる管理 L 亦重要でめる。; 直営: なる温

度 、換泉の3守綴 ff 考泌すれば、作業者主主の快感満

足を柑すのみなら争、工務主にとっても莫大の経

投節約となるのである。 c官iJ 原 大二 郎〕

3 9 1 x  



未 開 地 よ り 建 築 敷 地 ミ な す ま で の 土 地 開 護 費

フ ラ ン グ フ ノV ト ・ ア ム ・ マ イ ン 市 建 築 技 11m R. Joh. Bes per mann 

綜 合 債 格 に 表 lまれる個々の因子の経

済 的 影響 ( 君主前〉

非 常 に 府 い 節 回 に 動 く 所 の 、 未 開 地 地 倒、 既 存

物取扮1 f l . ( 除去P1V 、 街 路 構 築 設 等 の 穏h 呉 つ7こ

構成に於げる各々の経済的影響ｾ明瞭にする ＱＺ め

には綜合側絡に於げる伺キの悶子関の相; 五日i . ll 系/J :

1m: 立されなりればならなし、。これらは、 安! 僚に於

いて、ｻ貰絡のｊｪ｟ ｾｦ 武割合の ＷＰ とし て 、ｊｩｘ［ひ ｬ ま定つに

初 侠 絡 ( 例へば未開 地 債 格〉に斜する イ奇数と して

父( 士総書記用に到す る伺キの賞用 の 割 合 と し て 汲lま

される。後者の場令、終緑地償即ち建築敷地償を7

よじ械尺度の 100 とする。

はじめの方法は怨、じて附Ｇ二 ｬｬ ｩｬＱの肉子のよじ械をＺｲｾ

すのみでめるカ相手主のX [ ! . 純な利駄がめる。今度内

場 合l土、統一的基礎の! こに Tこって全ての肉予の同

時比被ｾ取扱ムのである。［乙は相石附 Ｑ 系的上 ｬ こ有

利な澗野を占める こ とになるが 、 先づ 、 官ｬＺ Ｑ 療の ｾｴ

用の調査を要する。その調Zをのみからこの結合償

絡が導きＯｉｾされるのである。綜令債格 ＡＱ 狐状の曲

線的経過を遊き 、 それを翻式的に決抗するには多

くの言十算的基礎ｾ要する。

1. 府 1mの %、又は未開地地イ質への待費文として

決 さ れ れ、 Jfd 弗授及び街路7 / J ; 築資による 、 士

J也償絡の士曾 1) 日。

既存物取扱による侠格増加のｾｾ (.立、来日f J 地地債

の M/ m
2

( 1平 方 米 営 り 馬 克 〉 に て 茨 し 1: 宮町際の

償絡} 脅加に針隠する。取扮授の割合が 15，のう至50

ＷＰ の増合の債格精力日 ＡＺｕｦｩＭ Ｇ ｾ ＱＺのやうでみる。

取郷里止は割合が15%から 5070 まで l メ併す毎に

17.670から 10070の 債 格J曾1)11 として作用する。収

扮地は結果として、 1. 470か ら3. Ｙ ，ｾまでの債格の

段階台持って広一ること t なる。完全な取扮地では

その費用の割合 5 %の精力n4lTに 、 Jl. pち

15- - 20- - 25- - 30- - 35- - 40- - 45- - 50%  ! こ封し、

債 絡 増 加 は お 隠 し て

18- -25. - 33- - 43- - 54- - 67- 82ー 10070 となる。

表第

吋 柊 | 刊 す | 鵬 | 差 | 取 抑 | 債 柊 | 差 |

費70 増70加 70 増%加 70 I  ，費4 増70加 70 

15 17. 6 2. 6 27 37 10 39 63. 9  24. 9 

16  19. 0  3  
28 38. 9 10. 9 40 66. 7 26. 7  

17 20. 5 3. 5  
29 40. 8 11 . 8 

41 69. 5 28. 5 

18 22. 0 4. 0 
30 42. 9 12. 9 42 72. 5  30. 5  

19  23. 5  4. 5 31  44. 9 13. 9 43 75. 5 32. 6 

70 25. 0 5  32 47. 1  15. 1  44 78. 6  34. 6 

21 26. 6 5. 5 33 49. 3 16. 3 45 81. 8  36. 8 

22 28. 2 6. 2 34 51.5 17. 5 
46 85. 2  39. 2 

23 29. 9 6. 9  35 53. 8 18. 8 
47 88. 7 41. 7  

24  31. 6  7. 6 36 56. 2  20. 3 48 92. 3 44. 3  

25 33. 3  8. 3 37 58. 7 21.5 49 96. 1 47. 1  

26 3':. 1  9. 1 38 61.3 23. 3 50 100  50 

ぞしてをの各{ 賀絡毎 の 府 大 の割 合 は

7- 8ー 10- 11- - 13- - 15- - 18メとなる。

取が11による1? { 絡l 1' U) 1lの 70 't i司式的に決すと 、次

の.!f ，がはっきりする o .1! p  t) ， lT ､￮ｾ ， ＱＧ ，Ｚの制令がー況

の割に JFr1)11するに従って、債 格 府 ))11の7o! Hぺ弟に

ｊｪ ｾｮ ＡＱする ､ｨｊ 波紋に准Ｈ，で行〈。取挑資と偵柊市川 Ｑ

との発傾 ＡＱＱ こ Ｕ 症の［ｲＮ ｬｩｩｾ 内に於て ＲＮＶＷＰ かにう ＰＷＰ 土

で 1: か土る o .卜Bit: のメケノl、I)i ! r.で;，.こせば . f，員4千十時守1111

lま未開 地f削長の的理主で決[ まされに事になる。例lへ

ば、ｊ￭ｸＮ Ｑ￮ｾｴ 主力・ ＳＰ 、 ＳＵＷｊ 歪 ＴＰ ， ｴ の笠地では 、 Ｐ Ｎ Ｔ Ｓ 、

0. 54、 乃至 0. 67併と 吉ーふ fk童文で点される。

米日f1地償秘主取挑i ! ( .用力心構成 : ; tL t 、建築敷地

償給Ｈ来日目地僚へのｻた肢で ｪ 壬す〉の ， Ｇ ｲｾ 僚に於ては

取 扮 に よ っ て 長 す' る償柊府)JII と米関地地債とを ))1;

へて、[ 副長に計算ー的に許停{ し作られる。例へは' 、

取扮［ＡｬＧＮＺの制合・・ Ｔ ・・・ Ｐ ・ ＮＳＰ ＭＳＵＭＭ ＴＰ［＿ｾ

Jf x _ 械による似柊術力11.. 0. 43-.. 0. 54- 0.  Ｖ Ｗ ｦｾ ，Ｚ＠

[ i t 築敷地僚. " ・ 0 ・・・ 1. 43ー1. 54 - 1. 67併

街 路 構 築 資 の 永Il M] 也地償への影響に潤する言| ・算

ｾｾＭ純化し槻街化する Ｗ こめに 、 敷地奥行に対して

は 待j;11に 場jj rJ. しない事主し佳子註! こ l 平 方 米 の 建 築

敷 地 の 設 用 に 到 す る 考!主からはじめて行くことと

する。街路格安m: ( b) に よ っ て 米 側 地 地!賀 ( n)

は b/ n ｴＺＧ げ 高くなる。されば街 ｾＮｩ￮Ｇ 授が宿せばそ

れ に 正 比 例 し て、 その割合 l立精し、永 開 地 僚 が 大

き くなれば反比例して滅十ること に なる。

設 CBaukunst &  St 吋 tebau. heft 4. S .  S. 29- 35)  
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イ貰絡増加のy . Cx) は次式で求められる。

x/IOO= b/n 或 は x= b/n ・100 叉、初{貰絡を

l として債絡橋加の供駄を X e すれば、

活= b/n 僚 と吉ふ事になる。

例。街路授を 2 "' T )1- ク とし T二時

米開地償 1 Mのi苓…. . x=? l  又は 2  j待

。 Ｒｍｾ ・ＮＮＮＮＮ x= 拾 又は 1  f存

街路裂を 、 ｬｭｾ に つ い て Ｒ ｍＭ Ｑ Ｒｍ の純図に ＺＯＰＭ

いで、稲荷の「前面長さの債格 J / l me敷地奥行と

を考へて見ることもｴｉｾ来る。街路構築による似絡

府加を¥未開地地僚への倍盟主と して決寸と第二茨

の如くなる。

言B5闘参H官。債格 lま街路貨が上るに正比例して

} 曾し、池債が大きくなるに反して、 ) 1; の割合 lま減

少 する。

)fl( j9r，
t!( と街路構築とに依る償絡Jft，) 日の計算結果

l立第 6 週にめらはれてmる。この間では街路賀( ま

決

完全に M/ Front meter で表され取排授による債

格聡煮は基線の上制11に街路貨によるものは基線の

ｔｾｉ Ｎｬ Ｑ におかれてめる。

取 j郊による償柊E民主主のメはさとての未開地僚に封

して一定で 水平線主して きミ ｩ ＱＮ 各の取扮 ｬｾ 足の割合と

;M隠してそれそ' れの7 k 2 f S 線が魅力、れて居る。街路

資分熔による償給聡貧は弧線状で 、 未開地ｾ絡が

噌すに従ひ基線に近づくa 11t' K として決lまされる。

か〉る曲線の経過は笈l様の資用支出線とは反測で

める。軍1・際には[ 直線的経過ばかりで取挑の際{ 立主買

が段 k . J こって行き、街路政分婚の際はその額{ ; t l k

司王線で炎される可きものでめる。

如上のi罰l立、総じて、これらの相互閥1系が合法

則的・規則的なる事の一読左でめる。

街路賀の示す曲線のカ ー. プの形状{ ; t 来日目地慣を

種々のグ J Z- - 7・に分領するーの基準となる。その

カープカ :多〈或ひ l士少< i"( ( i > f して府る度合によっ

て1品川lする。即売 、

依せミ問j 地{ 賀 1 - 4  ｍ Ｏ ｭｾ＠

版 。 5 - 10 '" 

' I ' ?  11- 20 '" 

総武 ρ 21- 30 ?  

荷 。 31 - 50 ?  

その1間々 より次の結果カ: ｉｌｉ ｟ ｾ る。償

給院長[ ま街路 !1'l.. T; ＱＲＭＲｍＯｭｾ の際

に、 し力、して

来日ｦＮｊＺｴ也ｻ買 ｉｍＯｭｾ なら

甘え日目地債の 12除乃 至 2fi 干

。 10 "  

1.2- 0. 2 

。 20 ?  

0. 6- 0.1 

。 50ρ

0. 24- 0_  04 

t なり 、I l Pち永開地僚に 針

し直線的陶1系となる。

一般に 、街路設による 僚

絡協案は、低廉な未開地地

僚の際には大部分釣合って

μ 回 Bi UJ 6 帰る。そしてこの際街路構

1111ι 9， ，，ｾ＠ Il'処 ，( 6)5-P8抑

( 非同地¥$ ， fi! ｾｴ＠ '"ず ι. ，

f釘 時 il ｬ Ｇｾ はワ ｭ

柿骨ｾ，Ｍ ｉ 針ｾＯￍＺ Ｍｴ Ｂｾ ｊｴＡＮ舶が点。
lli 伺 st._ 倒、， f: i }.島ず且 1) 祭賞の綴( 立本質的に決定的

n，J d J  
t，目 制 '  

よ 削 息 地 曲 。へ，0 づ"，1

民ゆ骨' 例ト rt." ｾＵＢ ｏＥ＠
It1  *官 '0 へ ;t ou "irr川 刊叫 である。放に低日正な敷地f貰

Ｑ ｾ 也居町 ＩＲ ＱＩＢ本 岡地命。、府 〉骨
格の小ジ ー ". パンクに 於 て

4 1  1)( 



イ也 の場合より 自主計 に、経i知的な街路構築に主主して

の計算が行はれねばならぬ。地僚が布くなればな

る程、街路構築設による {制各腕支の割合は少くな

る、夏に稀高い士i血僚の} i J f までを考へる し 一 定 の

未 開地債総( マグ 25M/ mり に 際 し で は 街 路 授 は

敷地と 同 じゃうに騰貴する。) : [ : ，; i ，変的高い朱開地[ 政

絡に際しでは、街路質的影響はかなりに少くなっ

て来て、敷 地 俄i会の分の彩響力 J 主主なって旅る。

都市内部の地償 ＵＰｍＯｭｾ 瑛ひは以上の敷地にて

は 、 ｈｲｾ 奇構築費によってまづ Ｑ Ｐ マルク ｴＺＧ IrJ; もくな

るくらひのものかーー ともかく比較的に影響U: 僅

少なのでめる。

建築敷地造成に到する街路裂の経i質的影響と苔

ふ、質 際 的 l二[ 主倫l ! & 学によって完全には切 らか に

されて舟ないこの問題[ 立、こ h に明 l僚なる図式に

表示されれ個々の線の弧状の経過によ っ て、官十算

の成果に結びつげられて、兵殺のな いブJ 法 で、 明

ら力、に さa' L 1こ。

司向型左の 7こめに 、米関地侠絡と街路構築伐を ;ffii';;;¥'

の組合せに分つなら 、取抄Il 設の制合3070の場合に

次のき誌を件る。

債 格 又 は | 米 関 地 債 格l 街 路 構 築 焚

費用の程度1 ｍ Ｏ ｭｾ＠ 1  ｍＯｭｾ Ｑ 未聞 ｉ 也へノ ｦ 細川テ

低 I 1- 4  I  4  I  2. 60- 0. 65侍

戚 I 5ー 10 I  6  I  0. 78- 0. 39 

中 I 10- 20 I  8  I  0. 52- 0. 18 

檎高 I  20- 30 I  10  I  0. 33- 0. 22 

高 I 30- 50 I  12 I  0. 26- 0. 16 

街路貨を来開地債に: 迎合させる事によって、上

主Eの場合は、 X. 4寺に低廉な永開地僚柊の務合に本

質的な状態の調整がはじめられる。之に比絞して

取抑! t の割合の種h な70は左稜重要ではない。

若し街滋賀が、未開地債格のかはりに王監築敷地

債格を? 比談。標準に置く可きものなら 、 その比i交

償 ( x) は 次 式で表される。

x 一 街 路 構 築 資

1  - 建 築 敷地債総

例として、街路構築技o Ｔｍ Ｏ ｭ ｾ とし 、 取拶ｲ， ｙＧｴ

の割合を ｾＳＵ Ｗｯ とする ｴ 、 建築数地僚絡は

i 十0. 538 が基礎となり 、

朱 開 地 償 給 ｉｍ Ｏ ｭ ｾ ＨＷＩ ｩ＠

... -・・1 φ  戸市長2 = 1.3侍

取抑裂の割合と未開 封 Ｉｬ ￦ｴｾ 岳と街路授とを Ｇｩ 盛 ｩＧＺＦｾ に

総括すると x の値は次の刻l くなる。

IX  4 2  

合で絞ベて同住史の高さでめる。

街路貨 4M で 建築敷地債 2. 6 M 

... 8  ... 5. 2  

。 12 ... 7.  8  

ｊｋｉｾｴｾ そが Ｓ Ｐ ＷＰ 叉 ｬ ま ＴＰＷＰ の際の比絞ｻ刷会は同様に

して 7こやすく制資埋没智子される。

成果は第 7 闘の上半に示されて居る。

来関I也{ 賓格の傍鍛として表lまされた

建築敷地慣又 lま同様に表lまされた敷

地造成徳賛同

街E奇1!t. ＴｍＯｭｾ 、｝奴 ｴｍＡｴＳＰ［［［ 、 求。ｦＮ ｊ 地ＱＤｻ絡 ｉｍ Ｏ ｭ ｾ

の時には、敷地僚的は

4 + 1. 429= 5. ＴＲＹｍＯｭｾ＠

( : 火炎参照〉

きれば敷地償到来開地債のよじは次の則l し

三長閑地{ 貰 1 Mのii .幸 5. 429/1 = 5. 4{i存

。 2 M ... ( 4+2. 85) / 2=3.  4侍

更に同様の計算をして第三決をｾｾ同。この結ＺｬｬｊＮＺ

l立第入国にわかりやすく示されてめる。

まつＧ安営なる Ｑｍ の未開地ｾＨ柊の際 ｬ こ 、 数地造

成 ｾＱ ま ＵＮＴＨ 脅から ＱＳＮ i 倍までの問にみる。未開

地僚が 2 - 5 M のi時lこ、敷地造成に際して、 地似

ｬ ま低街路ＱｽＨでは Ｓ ＮＵＱ ｩ音乃至 Ｒ ＮＳｾ 告に絞り 、高 街路

費では ＷＮＵ 倍乃至 Ｓ ＮＹ ｾ 膏に登る。 ｉｍＭＵｍ 程度の

ｦ 品、 来日自地償絡の図園都市に於 ｌ 、て Ｑ ＺＱＮ ， 敷 地ｾ成

政 l立、完成されれ数地の償柊中の大きな部分を占

め土地の原地1ft は後り大きな部分は占めな い。 そ

のやうなる耳合には、公共の料金の 1: めの閣内植民

裂は能ふ l浪り低脈になす可きである。中程度( 1.

Ｐ ＭＲ Ｐｍ Ｉ の未開地僚Ｊｾの際には 、 債総際交 Ｑ ＺＱＮ 2.  

7  {tl;: - 2{ i寄t なり 、精高い( 30- 4 0 M) の未開地似

絡の際には 1. 8(i告となり 、高い ( 50M) 未開地償

絡の際には、 1. 7倍に低下する。きれば、敷 地 造

成貨は、米民H也似の高い務合よりも低い場合の j J

が割合にして比絞的大き い。



第 三 炎

三長 関 池 宮Z

初裂 年30%説明ｾ＠ 35メ ｾ＠ 40.% 

建築数 m・築蚊地何{ 建築 敷地f回

相4 i 8 4 1 8 1 i b品制 4 1 8 7 議

1. 429 5. 4  9.4 13.4 

2  2. 85 3. 4 5. 4 7. 4  

低 3  4. 28 2. 8 4. 1  5. 2 

4  5. 72  2. 4 3. 4  4.4 

5  7. 15 2. 2 3. 0 3. 8  

i盛 10  14. 29 1. 83 2.2 2. 6  

中

15  21. 43  1. 7  1. 96 2. 23 

20 28. 58 1. 63 1. 83 2. 03 

高 30  42. 86 1.56  1. 69 1. 83 

甚高

40 

50  71. 451  1.5 11  1. 591  1. 67 

街路幅員と住居の{直との関係による、 叉

他方種々の形式の譲奥 と街路建 と未開地

{資格との悶 係による{賓格E富貴の . %

J Pa.o. 
.YS! <. 6. 目
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刈I.r.の計算の主主行にめ 7こって、 まづ種々の街路

幅員に釣しで相泌十る1 fxj弗: f ! ( の傾の制l 合を. %で以

て或ひ lまx氷f1fjJ 也何' ( I MI こ主主す る1TX:j ll; に よる債格

聡食 CM/m
2) を' 求めねばならな L 、。( 示。/j 地僚に

娃トげられる これらの蚊 字〕

ート ( 笛・J j 在の街路Zり が 紙 百/.

騰貴なり。

計算によると 、

街路幅員のyz が 9-

.(!I ｾＭｾ＠ 1.: .  

12- 17ー21 = 25 m 

に謝し

完全な取ＱＧ ＩＱ［ のｾｾ用 15 

- 20- 25- 30- 33) {  

. %とな る。

さｾＧｌる。

積 キの具つれ因子を; 盛合

さす事 によって、ヲたの結論

を?得 るo RD  t; ，上述の 仮定

によ ると未開地 の仮柊隙食

の. %は、 どの接合 に も50.%

-- 1  ｏｏ ｾＯＮ 、 まづまつP多 < 1ま

70.%90.%の間に あ る。され

ば侍.i) IJ の事情 の下に は、土

地 の震捻 に於いて或る積の

決算が行ばれる。

4 3 1 x  



第 四 決

街 路 授 の 積 額 イ主 宅 E在 | 交 遁 E杏| 主交遁E在

街 路 幅 員 ( m)  5- 9  i  10- 11 I  12ー 14 !  15 - 17 I  18- 23 I  24- 26 

Zull iissigc Geschoss lil hl 2  3  4  4  4  

ttT. 
倣‘

l 譲 波m毎 ( メ〉
9- 15 17- 18 19- 21 22- 25 27- 31 32- 34 

2 街路幅! の街滋賀の制

合の前jJ 日 1. 5  1. 4  I.3 1. 2 1. 0  0. 9 

3  1mの示前l地i蛍僚 の際交

a) 銭 0. 1ー0. 18 0. 2- 0. 210. 24- 026 0 2 8- 031036ー0. 4610. 48- 0. 52

b) 平均して 0. 14 0. 21 1 0.25 0. 31 I  0.41 I  0. 50 

' i { 周
の 算 定

4 永街 開地債絡 ｍ Ｏ ｭｾ＠ 5  5  10 10 I.5 20 

5  m ｾ杏 旋日記 ｍ Ｏ ｭｾ＠ 2- 4  9- 5 4 - 6  4 - 6  5- 7 7- 10  

6  i資a)格rvの1/おmEE 貧

2. 5- 5 4- 6 5- 7. 5 7 - 9  10- 14  17- 20  

b) 永 開 地僚絡に鉛す るメ 50- ，- 100 80- 120 50- 75 70- 90 66%- 9 3  82/ 2- 100 

続一的基礎に釘する 、会ての因子の

終 演的影響の比較

樋々のｾつ Ｗ こ因子相 ＱｾＮ の比 ｩ ぬま ＲＲ 盈りの Ｑ 方法で

ロj 能でめる。そして従前議り、最初の債を! とす

るか又最後の債を 100 とするかを基ノトとする。刻l

IX  4 4  

しなげればならな し、。その成果は根本的な考へで

は等し い ものであるが闘式表現方法に 於では集 る

ものでめる。

敷地 1 ｭｾ 、 又は Ｑ tfd.Front m.、J f:l.i:弗 Jll. の割合35

:/0、未開地債絡 1 Ｚ或ひは ＱＰ ｜Ｑ Ｏｭｾ の系列に於いて

ｾｾｉ 止の飲地ｬｬￏＡまの僚の質僚の Ｓ 正月が調査され心ば

ならな ｌ 、 。その際に 、 雑ＧｬｊＨ額が計算 ｩ こ めってｾｾｾら

れるやう考慮されねばならな L、。技術的な土地Ill. j

ｅ 変質に磁する 、 地響の ［ｍｌｾ 主 、 道路の

明示、及び土地の分割等のZ芝府とし

て、4- 8I¥11/a1"即 ち 0. 4ーO. Ｘｍ Ｏ ｭｾ＠

が見積られる。一般的経焚として、

販貨の調査、資金調達、利税等の氏

周が考慮 に入る。

ｾｗ の場合、 まつ，4. 5 %のj t .卜干危

及び印紙税、 1 . 5 %のせJ 'I!.'!:是 4 %の

&1:: 剥子等より成立つ。それは最初の

永開地僚絡への制府の形として 10%

加へられる。この結巣は量三人Efl に明

らかである。

資際の1主用と比較償給との除11系を

日耳際化する 7こめに第八到に於ては奥

行25m及び 30mの 2樋郊の敷地につ

L 、て一定の基線密使用し、 上j j に笈

際の設用 t ｍＯｭｾ で 、 下方に未開地

僚絡におする償絡際貢' e % で表し て

ゐる。

基線の上半昔日[ ま未開地僚絡に関係

する全てを? 7I ' す。 しかして、費用の



ｍ で 示し Ｗ こ官 Ｈ ￺｝ｪＨの氏周は 、 ｉｉ Ａ￉ ｲＺＧＩＺ ｲＮＱＨ主償絡を＿ｾ咋る

7こめの基礎としてのみ役立つものであるから後者

の結果のみを弟 9i 却に示 す。

此の場合に 、個 h の次用の曲線の ItJ( liiJ IまJf4って

舟る。土地の 1・t用 lま潤の刻I ( 原鮎より唆して漸次

大 き〈 なり Jf>. 主1Ii ; : (立約33.%まで米IJ 目地攻( ; ) : 約53Y.

まで蹴る。之に民しaJ 持政( j : 約 100メから約10Y.

まで 1・って封くる。同苗l には 3 租虫夏の兵つに線の; 品

位が凡 られる。閃j ち、主としてさffi i R な傾向] のもの

と垂直から 水平への経過の; f ]gI 'il にめるものと多少

なりとも水平の傾向ゐるものとでめる。その過壬1t

ＨＱ 永 ￟ ｩｈ 也ｻ武絡 の Ｐ Ｍ ＱＰ 、 ＱＰ ＭＲ Ｐ 、 ＲＰｍＯ ｬｔｉｾ以 ｴ の

各ｾ訂こ相泊する。各の詳 ｬ ま衣の↑寺 ｩ 殺を示す ｯ

a)  Ｐ ー ＱＰｍ Ｏ ｬｔｉｾ の低い未開地依絡の凶には耳 Ｗ ＮＱ弗

貨の彩響が短めて少〈況はれ、土地の彰響力; も

っ と重要にな って占拠る。之に刻し街路町立非常

にi f; j <特ーに地償 1 - 5 M の最低の援合

に( j : 1¥!!. の会てを凌いで j居る。益i ｾ首な示

教ｊ￨ ＩＡＺ ｾｦ j o 札 | 泊地債総の際1こ中 PE，' 弘又はおい街路:α

( I 土地の多大の負強を意味する。

b )  ＱＰ ー Ｒ Ｐｍ Ｏ ｭｾ の＼ｬ ｉｉｾ ｕ 交の地僚のトポに

は 、 街路 ＱＧＨ は減少し 、 Ｑ 奴 ｪ［ｾｾ ￬Ｚ大ｉＡｉｾ等

しくなって氷る。そして地債の診響力;

少しづっ大きくl J L( まれはじめる。

。20M以上のおい永開地償柊のほに

Ij: i庁崎' J ) ( による奴締( j : 、造b に僅少でめ

る。そして取j邦政のカヵ :更にデくなっ

て氷 る。 地t貨のj i ? - 響は命優位になって

増加するに従ひ、 111 して行〈永開地債格! 主、羽角

線状に原貼より上って行き、街路構築費!ま* 卒線

状である 。積 h の額の街路椀築設に 当時し建築敷地

償 給: ま先のおj有線と司王行な直線で 示さ れる。

基線の下宇部 Ｑ ［ＩＺ ， 取Ｚｪ Ｙｾ 授の影響を＿水平線の形で

示 す ｯ 之 に反し街路総 ｾｈ 主 による債 総鴎支はｾ築

敷地僚と同じ〈コンス ! J : / トでな〈弓状の曲線で

ｾされ る 。敷 地僚絡 は朱開地僚 に 差す する割増 のメ

で表し 、 ｦ 走者が低い日寺は僚格 ｴｴｦｾ 支の割合 ｬ 立大きく

後者が龍; ( なるにつれてその割合は減少する 。l'! D

ち、紙、じて比較償協は、基線の上t t 郊の紹穏胞と

は反主主になるやうに況はれる。

未開封T. 債格が 10 Mのトボ iこ、幅 1m奥行2. 5mの

敷地の併に錯する質際の Ｑ ＧｴＮ用 Ｈ ｍ Ｏｭ ｾ Ｉ し個々 の

費用の線経質に聖母する割合 ( メ) i: は?次; k に算出

しである。 他 の永開地償絡の場合l立、前者を7幾{ き

かすることによ って算出できる。個々の敷地に封

する' g ( 阪の筑間は夏に上謹 の 値 に敷地の陥 C m)

を采や る ｊ ｪ｝Ｚにより ｈｾ ら れる。敷地隔は、一戸訟は

二戸主主I圭j苫にぬいて

2一広三宮 8  又 ij: 12.5m 

3 - 10 9. 5 多 17.0

4- 10 11. 5  10 21. 5- 25 

5- ?  16. 5 10 25- 30 

でめらう。

第 九 闘

回開敷地奥行

bミω

四

帝

京

時

帆

取拶巨費 35%' の場合

，--......._ 街路32| 10D |  200 1300 

|経t)/:-:--::":I l UU Ｂ ｾ ｍ Ｏ ｆｲｯｮｴｭＮ＠

(M〕fi指続〈〆) 1  CM)  10の米 関 地 22) 1 ｾ ｓＺｾ＠ 2271 38.81  2271  33. 1  

雑従 10y. 1  231 4. 8:  7. 31  Ｓｾ ＱｾＱ ＮＮＮｬＺＮＮＮｩ＠

到 す 克 寸土73時Hx. :1滞 24 m l 27. 81  1351 23. 1  

敷地土地 3851- 79 ｾ＠ 4D 85 1""""65."8  

街路構築 1001 20. 61 2001 34. 2  

敷地鵬 |日 l 閉 山

封とる o

d) 永開地償絡にま1する 10.%の事長授は

初 の Ca) 泌を l除いては大日告 5.% の均

一な制合になる。
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地{ 制審解析の成果と一致する。

取拶Ht の割合35.%の複合の建築敷地債格! ま次表

のやうでめる。

街路ｾ
C額〉

低米IJi J地債格 iー10M

中 。 10- 20 M

高 。 20M以上

かくして、途築敷地造成の際の土地の評僚に謝

する範囲が計算に従って異議なく総立される。建

築地の閲還をは、未開地僚絡が20M以上の際は経i費

的ではない 一一 何故なら 、 取持 ｮｾ と共に土地がす

でに総隊l琶を貨の約75.%にキ自営して居る から。 他方

低夜長開地僚の際に経自陣的に建築敷地o造成する? こ

めには街路ＱＡＨｾ可及的に低下さす必要がめる。土

地附係が不利益の時は、 なほ非常の土工事が待に

必要となる。

技術的考寮における 結論

皮 相な観察によれば 、 一見 ｩ｢Ｑ 二かもｾ際に存す

るm築敷地泣成の場合が、前述の 例と五ひ に金〈

無関係であり 、叉何ら五ひに相ひ温子る所のない

やうに思はれるでめらう。しかし質際は、計算の

田文字にかな つに根擦が存して居るのである。この

やうにして個 h の図子関の規則的関係が得られ、

それは全 ての個々の 場合 に於いて 、 共泡の基礎ｾ

持* すものでめる。それによって質際の役に 立つ

解決に封する官民相が得られる。

盟主字をもととしれ計 算は第一に 、任意の来日 ｾｪ 地

償絡 ・街路Y J ( その他の場合の質成' ! J ( 周の絢査に役

立つ。それが任意の大きさのな 地の波用計算の桜

披として役立つ。図式的表現の積キな曲線の経過

を見ると、各因子間相互関係の合法則伎の直接の

E主主E とな以その計算の成果o明日置に了解せしめる

であらう。

一般的な推論司一一待に娘、計算に劃する個々の経

費の割合の確立の際に ーーの根擦になるのでみる

から比絞{ 資格の荷主立は根本的に待に債依高いもの

でめる。

ーヒ主Eの研究は、問題o技術的及び経済的税駄に

於いて完全に把握する察し 又、わかりにく L、計

算の結果ぞ図式的に 表現しでわかりやすくする 1:

めになされれものである。

研究により確立されれ智識は、技術的推論金賞

IX  4 6  

地に #;fl 用する 誘 因を. 奥へる o 全ての都市行政は以

下の惑を7考慮しなげればならな L、。即ち 、土地そ

の他の? 吉ii 寺の似格命保件として、 ヒ逃の基礎から

積々の住居地に j冷げる土地聞を去

の経i費fさを機淑せねばならない

のでゐる。か、る課長Eの根本的

血Ｉｾ決は以下の閥係全部 ｊ 遁の虫Ｂ <  

解明することを面白主主 t する。

心地債をＨ待に大都市に於いて〕土地防 ｝ｾｊ の

基礎となす意味に於で、全ての都市領域内の{ 剛容

ｾｩＮｊ 係の詳細な知［哉は種々の建築的土地利用ぞ充分

になし得る鎚でめる。或る務所の地僚の比械は何

らＺｬｪＮｾ新しくはな ｌ 、。ムツケ ｙ Ａｬ ー レル Ｈ ｍ ｵ ｣ｲ･ｮｴｨ

aler) は、大戦前I から叙げてミユ y へンの地僚の

計算に華社する償絡交を設定して舟る o これを基と

して、 ぜリミ (Scr imi ) によって地似地闘がつ く

られ? こo それは等地僚の貼 を結びつげれ等高線凶

になって居る。 それには、王監築されれ都市領域に

地僚が、各 1500- 1000- 500- 300- - 200- 100- 50

M/ mz の.:2 Y トルが入ってj苦る。同様の事がま IJ f. J

地待に都市僚議院滅に封して考慮 lこし、れられその

地の述・築の仕方の主主礎を? なさねばならない。フラ

ンクフルト ・ アム ・ Ｗ イ ｹ にて は 、 ＱＹＱＴ 年以来 ｊ ｩＩ ｩｾｬｾ

土地￭ｙ ￬ｾ 事選艇なるものが存し 、 その中に資質の隙

につり られれ全ての土地似格が驚記されてめる。

きれば、之が都市の資質に謝する批列の基礎とし

て役立つであらう。

b)  綬情的な計算の基礎をＺ，ｾ ，斗る＿こめには建築百十

笠を?にてるにめすこって、佃ゐの建築地の 取抑貨の

剣合の額に謝する 、及び数地プロックの奥行に謝

する根本的な決定 ｾＰ 必要とする。

c)  街路の建築及( ) : 袋 Ulli の様j芭は、総じて正し

い方向に行 l;t i L、 その H 的に適合させられねばな

らな L 、。我が知る限りでは、 1，" イツ市町村令 1:J: 、

街路の府筋図の測盆・ ｉｉｉＮｾ 分・￬ｽｩＮｦｦｘ［等に狩する桜本

的の討究念行つ 1:
0

;11 : ; 米会衆国にては、人身 lまJi) r

官ｲｉｦＩｊ［経ｾＧＨの街路Ｈ“ ｌｯｷ cost road'コの問題にl ! j，ら

扱って居る。

か、る模範に従って、街路問題の研究図i慢によ

り、 「全く容易で少い交逼」に 望書する正しい方向

の改造の一一待に低経質街路構築のー一研究が導

れねばならな L、。現存の土地利用の状態の下に 、

か〉る街路紛が形成されなげればならぬ。どんな

土地利用の状態が待に有用と忠へるか、ス現存の

土地状態に釣してどんな這加が必要でめるか、各

場ー合に還ましさ結果 0t -!t るにめにはど んな聯繋が

期待されて居るかと言ムこ主がｾに考慮されねば

ならな L 、o Ji) iが人は成長する交湿の要求を正し く

取扱 ιＱＺ めの 、 ｸ 後 に ま ｚ ｾ土 とする ｩ 吉 ［ｌ 、維持吹を逃げ

るにめの、か〉る努力に深入りしないのでめる。

( 後藤典夫〉



忠 霊 塔 設 計 国 案 懸 賞 募 集 規 程

第 一 線 .Il. fJ 築物及び (l i U 品等を含ます' ム大型約50. 000悶 ム

一、大日本忠忍量販彩舎は本規僚により忠、ZE塔設言1・ 中型約20.000悶 ム 小 型 約5. 000問。

図案を一般より懸賞募集す。 二、意匠の要旨 本忠、EE塔建設の主旨に1]; みその

二、本忠、君主塔建設の主旨は今次想戦に謎閣の拳と 意匠は素朴 、 簡明を旨とし忠、死者のｾｦｎ￭ｾ最も

散り 7こる我が忠、勇義烈の士の分骨を安置して( 崇高荘重に表mすべきものとす。

過去戦役 、 事ｾ等の忠 、 死者の分骨をもなるべく 第 一積の L のは建設地が大陸なることを? 考へ侍

多く含ましむるものとす〉その忠、震を穎彩しそ に雄部のものすこるベし。

の偉ｩ￬ｕ ｊ を記念すると共に日本全国民の感 ｴｾｾ の窓 三、構造の要旨 耐震耐火耐久構造とす。

を表i致し以て皇国を中心、とする東洋永遠の鋲謎 問、敷地の状( } I ， 建設敷地とその環境とは応募者

7こらしめんとするにめり。 において適宜想定考慮するものとす。

第 = 設計に閉する事項 第 三 鷹募 に悶する事 項

一、言十査の要旨 本規程により募集する忠強塔投 一、惚募者! ま大日本帝国に闘絡会有するものに I沢

言十悶案 lま分ちてE : の三種とすo る。

( ー〉第一種( 主要合戦地に建設するもの J ( イ〉 二、 f益事問案は昭和十四年十一月三十日正午まで

敷地面積は約50.000卒方米。( ロ〉塔 ( HI'I llii し に本合まには左記新聞社に到:皆するを要す。

その壁面Ｈ内外合間はや 、 その他適笛の ｾＩｩｊｪＭＩ 宛名 大日本忠、癒顕彰合( 来京市錦町一応丸/ 内

に合問者の忠、死年月日 、官、氏名等を刻する 1B 海上ピル新館四階〕ム耳{ 京朝日新聞批( 東京m・

所を殺くること。( ノ、〉塔内には祭壇及納骨室 麹 i町民有禦11fJ ニノ三〕ム大阪初日新聞社〔大阪

( 30卒方米以上〉を設〈ること o ( ζ 〕培の前 市北 ｉ， ｾｲｬＧ ノ島三ノＺ三Ｉ ＮＶｾￜ 九日日新聞社Ｈ東京

方には式典に適する場所を言1・蓋し R つ前庭記者場 市 麹1U丁以有挺)IUJ ーノ一一〉ム大阪毎日新聞社

の参列者をして式典o遁請しq しHl るやう考慮する ( 大阪市北隠堂島上ニ ノ三六〕各新聞社は開封

こと。( ホ〕塔建設貨は約五十部問主す 、但し することなく直ちに大日本忠、ER穎彰合に送付す

地代、築庭事ifr極構築及飾品等を含ます o るものとす。

( 二〉第二種( 内地大都市に建設するもの〉塔 三、目益率図案1 : ) : 各種共;伝記庖ii R i 及潜類を具iilil する

建設費は約百品 闘 とし他の論、保1Lj : ( 立第一種に$

す-。

( 三〉第三積( 内地市町村に主主殺するもの〉大

型 ( 市 に建つるもの) 中型( 町に建つるもの〕

小型( 村に建つるもの〉の三とし概ね 同一様式

となす こと ( イ〕敷地面積は左の標準 に披るも

の とす ム大型約 6. 000卒カ米ム中型約 3. 000"'F

方 米 ム 小型 約 1. 000平 方 米 ( ロ〉塔内に納骨

し塔断J に供物台を設くることか、〉塔音E外壁面

に合問者の忠'，: f f i 年刃日官氏名等合刻する場所を

設〈ること( = ) 塔の前方に (1式典に過する場

所 o言十設し前庭 に成拐を設〈る こと ( ，T- ) 建設

費 l立左の標準 に よる。但し地代、2走路、雑種椛

0 ¥!'lす。

( ー〉配置国縮尺五百分ノー( 各? 亜共〕

( 二〕卒面図縮尺百分ノース( ; J : 二百分ノー〔

第一種及第二種〉縮尺五十分ノー( 第三極)

( 三〉立町悶 ( 三百〉縮尺百分ノー又は二 育

分ノー( 第一種及第二積〉縮尺五十分ノ- ( 第

三種〉

( 問〕防ii 百闘( 一面以上〉縮尺百分ノーまには

二 百 分 ノ - C. m; 一種及第二種〕縮尺五十分ノー

〔第三種〉

Ｈヨ ｪｾＩ i.表面見回 用紙は約80七ンチ x60センチ大

( 第一種及第二種〉第三槌の分は大さ遡宜と 1

〔プミ〉説明容 や紙州大
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四、図面及書類は左記により作製するものとす。

( ー〉悶商は誠、て製図原正) . Cに塁をもって主主く こ

と。

( 二二〉立商閣 には陰影をまれ遜腕闘 には色彩を

施すことを得。

( 三〉 寸 法はメ ート ル法により 記入すること。

( 四〉 文 字 は図字ぞ用ひ寸法は算用数字により

圏中直宇妥その位置に記入するこ t 。

( 五〉配置画には塔周囲のfBi 場、庭園、道路言十 ・

誌等をも図示する こと 。

Ｈ六〉遜蹴閣におげるｾ商の位置 、 肌駄の ｬｦｧ 出 Ｈｉ

高さ等は音量りに不自然な らさ' るやう遡宜考慮す

ること。

( 七〉説明智ーには言宣言十の 要旨材料及椛巡等の版

画存を 簡単に 記殺すること。

五、悶面及香類に は品目、て署名に代ふるに l宿銭( 文

字 に限る 〉を? 各業毎に記しかl に附誠のみを茨記

せる甲乙二封筒を添付すること 、 甲封筒には2吉

選の遁知を受〈ベ主総芸者の住所、氏名( 共同

憾募の場合は代表者を明記すること〉 、乙封筒に

は隠薬園替の返還を受くべき者の住所氏名を明

記せる来氏片を封入するものとす 、 前記住所 〈氏

名〉に異動を生じれる答合はその都! 立替商を以

て蛍合 「忠、空軍塔設計画案懸賞募集係」苑遜告す

ること。この務合封筒表には苑名 fni ! ¥募者住所

〈氏名〕後更認知 」の文字のみを 、英 には暗誠 に

限り 記すこと。

六、図面及型? 類は各種毎にこれを7一括ーして堅牢な

る容恭にをきめ民主封して表面には宛名 、1惚忽芸募E者

のl陥倍盟披是及第何種「忠忠、F宛!I:t塔答1雌怒募困案」 の文字 に限

h茨示し第一種は

は古武z色をを? 以て遁宜- 古泌E分 Eを? 着色するものとす。

七、版業 に要する ー匂j の次期は惚募者の気織とす

但し包湛せさ' る i歯止奈は本合の賞用を・以でこれを?

還付す。

入、際主主は第一種 ・第二種 ・第三極( 大中小の三

裂を一組と す ) め伊Iれを71裟 ぷ も 妨 な し 同 一 般

募者 にしてｙｲ ｴ 樋 ｧｲｸ 袋五 ｾ￬ 込山するも妨なし。

第四 審査及賞金其の他に閥

する事項

彦、際軍技師柳井卒入、海軍省主lt 築防長官医l 泊;

際軍省兵務局長際司Z少将中村明入、海軍省人事

局長海軍少納 伊路盤一、 内務省警保局長5史跡狂

四郎。

二、阪事国案は密資の上営選者全; 在記 によ り各前

毎に茨彩す 、賞金は金額、東京 ・大阪雨明日新

聞社より 提供しれるものなり。

主主ー額 ・第二種 ・第三種

各一等( ー名 〉総理大臣賞( 賞牌〉並に賞金一

千四

各二等( 二名〉刻、現大臣賞( 読料) ll f ' . に賃金七

百闘

各三等( 三名〉紙、迎大臣賞 C1' i:月中) } 並に賃金五

百悶

イ也に 佳作として各種各約十名 Ｐｾ びその償金を

各二百四とす。

三、阪募図案寄査の結果におしては説明を求めま

Ｗ こｾｾ誌を申立つることを件す，。

凶、空審Zをの結果は昭和十五年一一月十五日までに左

の新聞紙上 lこ務茨し E つ営選者に遁知す( 五十

音 11m)

ム大阪朝 日新r:l.f lc : . 大阪毎日新l昔lム図民新聞 A 中

外商業新報A 東京朝日新・庇j ム東京日日新( ，目ム報

知新[ 茸.l c : . 都新聞ム誠賀新flfl c : . 同盟主! H吉社

玉、隠募図案にして他の意匠を7刺翁せりと認めに

るものま 7こは本規礎中重要なる事項に主主反せり

と認め? 二るものは審査より之を除外す。

六、貸料及び賃金 l立之を本人( 共同隊長主の場合は

その代表者〉に熔呈す 、死亡その他の事由によ

り本人に熔思し Ｑｾｦ さＧる ｊｪｊ 合 ＱＱ 大日本忠、銀狐 彰 令

長その受j収入o決定す 、; 質問1及1: . : 金 lま審査; : t 災

後十日以内に音量迭す。

七 、 包 ，Ｍ ｾ悶案にｩＱｊ日し阪募者の治するー も ｾｊ の似利は

ｾ￟ｾｾ と悶 ｩｩ ［Ａｪ・に大日Ｚ本忠、強飯彩曾に ｒｦｊￍ 脇寸るもの

とす合

入 、 ｾＧＱ，Ｍ［Ａｬｬｩ しれる図案と量｜ｦＡｬ，ＧｴｩＡＧ｟Ｏｪ包に蛍 ＱＩ ては之そ ｬｲｾ

拾若草更することあるべし。

九、際基主凶2廷は2審査修了後 l情豊誌のf政公然の展覧に

供することめるべし。

十 、第三「阪芸に日目する事項 J 中第五項記殺の L

一、阪、募の設計画案は左記の審査員 之を審査す。 封筒中に住所氏名合明記せる紙片の封入なきも

工準博士伊ｊ，ｉＡ忠、犬 、 同内問鮮三 、 同 岸回 目 ｈｾ 刀 の11大日本忠空間見彩。合その悶案を寸竜. ! &す。

同小林政一、同 佐藤功一 、 同佐野利ｾＺｩＺ ， 正木直 十一、大日本忠、鍬顕彰舎は際来図案の保符及還付
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に慨 し十分な る注意 をなすと雌も孤ー損害守生 十三、俗芸 主に ｾｩ ｬ する質疑 は昭 和十四年十月 ｉｉ ｊＭ一日

十るも その責に任ぜ子。 までに大 n本定、競顕彰合「忠怨港設計図案懸賞

十二、審査に開興する者は隠募者に部助金典ムる 募集係」ゐて返信料封入 (1懸賞: 質疑 」の四字決

ことを件十。 記〉の書面を もって問ひ合はすべし。

住

p 且，.

ニじ ヒ

オアイスス商広へ、i直勤者の 1: めに大住宅ピル

を建てて空聞を活用しT 住宅難問題の解決から都

市交通の混雑緩和にも役立7こせようとの計書が郡

吉十大阪地方委員台の手で進められてゐる。問委員

舎ではこの計器を基礎つ' げ る7こめ このほど床約半

歳にわ 7こり大阪のピジネス ・セン ター船場街の勤

勢通勤者調べを7行つれが、 ぞのま吉果夜の，沿場ーは主主

の人口の四分のーにどか減りし三分のニヵ ;illj 主力者

で占められてゐることがわかっ f: o

その調査院; 域は船場の兆半分、f! Pち北は土佐知

)1] 、来 l立東横堀 11] 、西は西娠)1]、南 lま本町二丁目

筋を境とする北浪、 今橋、? 告: 琵橋、大川町、自lii :f:走

|灯、本 町、議;修町 、安土町、平!il:i .ln[ 、依服、伏見町、

天間J 、淡路町等で、 その斐! 日] の人口六 ;l ' t ; 百八十七

人のうち三 ｊ 兆七千九育 ｴｬ ｊＭ七人までが遁勤者で ｦｾ に

なるとこ瓜三千二百五十人に激減、 j盈勤者の分布

をみると船場外の市内がニーF入百然、}(.f 下六千八

百録、兵庫版五 F百総のほか京都、奈] 豆、和 歌山

滋賀際から約一千となってを 1) 、 その原因カ: : >1- 7  

J レ の 提
日昌

イスと iffi 資で占める船場から L、つしか住宅家屋が

聞出されにのによるが、一面船場の建築を調べる

と卒均一階八分で二階にも i前 t: ぬ状治、これ を立

健イヒし二階以上 ｾｃ 住宅にあてれば 、 その利用侠値

を崎大し遜勤者による都市の混雑時間の不経済を

救ひ空聞を活用し、- i l u空地o造成して立振な術

主主 ｦ 訂版とする ことカｾ ｈＭ ｾ￞ￍ＼ＮＺ るといふのが者陪「箆・局の

ねらひどころで 、 しかもこの地帯は煤煙陸挨が小

〈上暦に伸びるほど日光と新鮮な空気に葱まれる

わげで都宮ｼ諜の腹案としては 、 まづ船場地帯にｾ

坪二千五百坪五階建程度の住宅jお舗兼用のピルをf

mt て二階主でを庖締まれは事務所とし、三階以上

を7苦f . 令長活に適合する貸住宅に阪却lすれば約三千

人の居住にゐてることが Hj 来、十ケ jりj - l ，@; てれば

さしづみ三白人台消化し作ることになる。その経

後方法としては東京におーげる同潤舎の住宅ピル終

替のごとき形沼も考応されてをるが、近く何 らか

の貝骨E的方法主' 決定惑主力者に両首ぞも t: らされる

ことにな ってゐる。( 大毎 8 月 9 日〉
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舎 紙 三

本協奮員中軍務公用者氏名

市I競護表後に於げる* 協合員中の軍務公用者下記の泊りでありま す( 受付11国〉

舎 員 世 子 井 1事 明 君 加 際 世 主 一 君

森 忠 、 一 君 山 口 勇 君

地 方 曾 員 喜 多 川 唐 次 君

特 別 賛 助 員 井 上 圭 司 君主

普 混 賛 助 員 主1: 肇 君

本協奮員中徴用令懸徴者氏名

本協合員中徴用令臨徴者下記の通りであります。( 受付 11目)

舎 員 天 井 勇 君 小 田 正 二 君 大 江 武 夫 君

畑 ' J l l 君 i掌 悶 卯 J ヨ 主 民 間 知 好 君

吉 岡 嗣 郎 君 来 本 修 2号 坂 昔 日 凶 郎 君

井 上 忠 苔 君 _I: ttT. i'1背 j台 宗

普 通 賛 助 員 金 問 消 音 君 林 1容君ヨ 傑 本 ー 夫 君

城 井 利 夫 君 辻 本 義 男 潟 吉岡忠、勝ｾ

山 本 功完主 石 田 勝 之 助 震 A 岡 正 智 君

佐々 木 善 四 郎 宏 近i i J I j 春男君

常 務 舎 ( 第 14回J 研究すること

4  書記鮮任申出の件・ 0 ・"fi<認

時 8 月 7 日午後 6 時 25分 - 7 時 40分

5. 省民i詮 術

所 陣、列第別室

出 席 者 理 事 今林訓令長

殺 事

存主 主存 松 本 院 本

常 務 薮 中 主 記 、 岩尾 主 計

久保問主計、松井主 計

亀 井 編 側、新 名 編 糾

1. 徴用令適用者 におする取扱ひに掬する件 ー

・・1髭召、入管と 同一に 取扱ふ こと

2. 大日本 忠、， ｾ［磁彩合よ ｢ 窃附金募集の件 ，

保留

3. 一月例舎念員意見検討の件・・ ・・主記 に於て

I X 5 0  

報 告

1. 六月分令官1報 告

i去最IJ 委 員 合 ( 第 7 回〕

時 8 ，s 8 日午後 6i 浴40分- 8 時 15分

所 陳列穆} j ll室

出 席 者 委員 長 玉 置

委 員 板 井、卒 野、本 田

協議事演

村 岡 森 、 口、績 見

l  建築関係法令集編纂に関するイキ

l  同上小委員合設置の件



材料委員舎 Ｈ賞 ｾ 6 回〉
常 務 舎 ( 第 15回〉

E寺 8. J.l l 0 日午後 6 時50分- 8時30分 i民芸 8 刃21 日午後 6 時- 6 時30分

所 陳列婆別室 戸斤 陳列ｾ別室

出 席 者 委 員 長 松 久 保 出 席 者 理 事 今 林 副 合 長 、 坂 高IJ 令 長

幹 事 遣 問 存在纂 山脇食事

委 員 久 保 問 、 鳥 同 常 務 f宇野主記、三浦主記

協議事項 ・ 荻中主記、岩尾主計

1. モ ーラー 研究所製品金納研究の件 久保問 主計、松井主計

亀井緩純、新名縄戦

災害強度委員会 ( 第 8 回〕 堀口編輯

日寺 8 刃15 日午後 6 時20分- 9時

月Ir 陳列携}.;Il 室

出 席 者 委 員 長 波 部

幹 事 浅 野

委 員 河 問 、 管、 長ｾ

後 出 、 熊 野、浅 井

従 事

l  新名簿作製にIli¥l し協合員に H司令の件・・ ・I 前年

怒り

乙 昭和十五年度合員名簿剥製に附する件・・・ ・箪

行本とすること

3.  入月例管講師謝践に関する件・ ・1 ・・原案承認

4.  合員詮衡

協議事項 。報 告

L  風堅基準の解説に関するイ牛 1  七刀 分合計報告

2. 鈴 援工検定に関する研究報告の 11j: 2. ti.l征、入替、臨i教者報告

3. 無筋 コy ク リー ト建築物言宣言1質例調査のイキ ・3. 入刀例合終了報告

八 月 例 会 ( 講演令〕

時 8 月15 日午後 6i 守50分- 9 i苓50分

奮 員 動 静 j

所 協令 ｦ 具楽音 ｩｾ 室

出席者 阿島局長一外30名 入 曾 者

ト 午後 Ｖ ｾ 幸 ＵＰ 分薮中常務開舎の蹄を述べ下記雨 含

員

講師を7紹介す

防毒問題に: 抗て

大阪陸軍病院付梁熊谷部隊軍聖書部員

陸 軍 薬 剤 中 佐 河 野 誼 之 氏

大阪府警察部衛Bミ課

地方技 師 側 谷 房 春 氏

L  雨講師共部I記i寅題の F に各一時間に 亘 り熱心

なる講演 ibIJ 出席合員一同大いに稗金する所

あり

L  午 後 8 時50分雨講師を中 心に 座談合 lこ入り各

合員の質疑に撃すし夫々際答ゐり

L  午後 9 時50分座談合総了薮中常務より雨講師

に当し謝館主7述ベー同拍手を以て挨拶に省へ

i湾局柄最も有意義な る本;講演合金閉づ

伊 um 窓主主沼 港阪商問中間J 3 ノ 26内同方

〔大阪府警察官E建築課〕

石 谷 伊 三 郎 草 寺 J付下三島郡高槻町大字高槻74

9  ( 白後〉

浦野 Ｑ 専街君府下北 河 内 ｾｉｒ 守口町宇守口 ＴＹ

C? )  

成 川 源 三 郎 君 盟 中 市 大 字 菊i菟397 パ

瀬 戸 1ll 入草寺東成民生野田，r;-;; IHJ l 6 ( 白後〕

相 徳 二 f，i IL" l ヨ尼崎市南域内205 C? )  

近 政 義 雄 君 4 長州大門72 C尼崎市役所

修繕課〉

清 水 房 太 郎 君 北 原 浪 花 町85 ( 自営〉

陶 浪 貞 彦 君 ・ 住 吉 区 住 吉 町982 ノ6卒和衷内

( 長谷部竹11安建築事務所〕
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立 木 十 十 六 君 住 吉 区 播 陵 町 西 l ノ26 ( 大倉

土木株式合祉〉

退 曾 者

1 1 ; 樫市太郎君 JH下中河内郡久覚寺村大字新

: 会 員

同138 ( 長谷部竹股建築事務

JiJi) 

中 馬 猪 之 吉君 住 吉 区 西今川町5 ノ20( ? )  

波主是正三君、 木 村 辰 雄 君、 淡 谷 五ftll 君

板 越 末 吉 宗、 容山 殺君 、

施 本 米 治 君 東 淀川凶元今里北，主! i 2パ2( 大 特 別 賛 助 員

阪 市 役 所 管 絃 謀 ) 小川 蹴 市 宏、 横山 光雄; 宥

賀 145 ( 株式合祉栗本銭工l"1i. : 普 通 賛 助 員

建 設 部 ) 有 本 隆 次 君、 菅 際 政 美 宏、 主電力祭六須

柾 木 治 君 住 吉 区 桑 津 町277 ( 大阪市役

所経理部楼繕言果設言1.1系〉

光 岡 喜 三 郎君 大 正 院 小 林 町 121ノ7 C大阪市

役所倍繕謀〉

ｾ＠ 山 支 三 君 IH下北河内部枚方向大字伊 加

幹 君 住 吉 院 山 l伎町 2 ノ74 ( 大阪府

警察官¥¥建築諜〉

吉 田 栄 吉 君 尼 崎 市 主 主 家i句28 ( 尼崎市役所

主苦繕謀〕

横 1I1 真 衣 君 JH下北河内郡三郷村 |佐木232

( 長谷部竹股建築事務所〕

横 凡

地 方 合 員

飯 野 藤 吉 君 普 通 賛 助 員 よ り 勝 格

韓 居 ・ 轄 勤

舎 員

古 塚 正 j台君 西宮市潟地谷町 52

中 海 誠 一 郎 宕 東 京 市f塑島阪高岡町2 パ .459

久 保 清 夜 君 大 正 阪 南 恩 加 島 町 l ノ1 ( 片 111

ｾＱｘ 工所〉

樫 児ー 幹t ! t :R ):I.[J，¥;':大手前;J ( 大阪府舷警察官官

lltr築課〉

ｾ水 将 君 津 il l1' li 細工町 25

後 勝 利 太 郎 京 新 京 1 I i 大 岡大街301 rtH忠手rSii

内 ci 梢洲拓司直公社〉

ｒｾ＠ ｾ重雄君呉市，｜，湿 ｬ ノ Ｖ ( 大林組失出張 : 加 藤 叫 - ; f : ! 徳 島 瓶 三 好 郡 笠間村 }J i J 際善晴

所内) 方

柴 田 靖 君 成 鳥 脇 芦 品 郡 J(.f 中PIJ 土谷: 1. 60  松 月 義 信 沼 東 京 市 深 川 阪 卒 久 町 l ノ19( 膝

4  ( 株式合祉大林組〉 。 木工務腐) : 1 . [ 京支出〕

特 別 賛 助 員

制i 村 空手君旭l夜 今 浦 町 176 ( 自主若〉

宮 島 尚 一 君 浪 速 版 元IIIJ 2 ノ20 ( 日本工染

新聞i Kt 編i同局〕

寺 島 辿 男 君 天 王 寺 上 汐 l町1.22 ( 大阪市役

所経理部瞥繕諺ｾ殻言十 Ｑ 系〉

張

一

辿

U

U

十

町五
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3
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庫
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遁
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中

〉

師

附

M
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7

同

市

内

庫

庫

パ
叶

束

呉

叫

川

兵

兵

ト

君

君

泥

沼

治

郎

山

治

郎

健

次

幸

大

周

学

耐

火

日

・

ー

釘

E

ド

永

竹

際

問

松

山口正減君京都市伏凡ｾ深草坊町 Ｖ

村 瀬 鍛 ー 君 住 吉 町i阿倍野筋2/ 51

岩 尾 保 衛 君 紳 戸 市 五 革 合 民 生 同 l町l ノ27 ノ5

上 久保 宗 ｈ 青君 主 辞天市大来院長安 ｩ 釘 Ｒ Ｑ ｾ Ｉｅ Ci 前 。 問 中 秀 彦ー君 布 施 市 中 小 阪543

制飛行機製造株式令祉企主主謀 守 回 米 一 宕 西 隠 ; 新 町 南 逼 五 ノニ 一

橋 本 久 雄 君 西 鼠 京l町如上遁5 ノ7 中村i f . 1lt 治 君 高 知 市 城 :Itl 町le

部長 重 正 君大 正 ＱｾＺ［ ｩＱ品 ｉｉ 町 ｬ ノ ＱＲ ( 松 尾 橋 梁 ・ 附 同 様 沼 旭 極 まj; 川田055尚喜幸J庄内

株式合従内〕 森 川 義 雄 宥 J('f ド:It 河 内部枚 方向 問588

普 通 管 助 員
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地 方 舎 員
普 通 賛 助 員

中 村 四 ml 治 君 111 口服部J郎! 日JJ I 1 凡村間上 CUI iJ J r . 逸 嘉君 池田市菅原 lilJ 606加路方

口阪管利 ｊ ｾ 工事浴 ｊｾｾ ＱＧｬ作業 ｊ ， ｪ Ｇ 小 倉 r}t ＱｩＺ 佐沼潟ｌｬ ｉ ｊＨＮｦ 者 ｾｉ ｉＡ丁 ｬ ノ Ｘ

竹 谷 徳 治 郎 君 住 吉 区 間 主I I wノ回J 4ノ 24 橋 田 一 夫 君 住 吉 区 阪 南 町 西4131 梅 本秀

大 山 昇 君 名古屋市南瓜笠寺町九ノ WU3. 夫方

334  附本会男君兵庫際 ｬｩｾ ｅｆ｣郡本山村森 Ｒ ＱＷ

中 山 充 君 米天市紅梅PI J 42 近 政 保君 主Ｉｦ居沼市惣開Ｈ住友 イ ｬＺＺ，ｾ工業

本 多 二 郎 君 来 京 市 杉 並 阪 阿 佐 ヶ 谷6 ノ231 株式合枇〉

村 岡 俊 郎 君 字昔日市西区朝日1 l l J 3了目 (中 央
井 奥 準君 名古屋市東区大幸町東前回竹

土木株式合社学部出頭所内〕
'1'工務; 苫作業所

吉 岡 正 一君東京市J i 1 ' ! ' 同協榊保町2 パ0 パ 立 問 秀 夫 岩 波京市小石川区小石川町( 日

ill 洲屋( 鹿島組建築部〕 本電ｾ株式合社建設古 ￟ｾ 主築課

特 別 賛 助 員

。和 '.1' 直 一 君 東京市葛飾同金町4 パ . 490

敷 地 利 i功 君 南 以 来 古 橋 通4/ 27 C岩城石1l ‘

死
亡 ‘子製逃所〉

白 井 正 朔 震 北E17i 中之島朝日ピル6階 ( 籾

円スレ ート 株式合社〉

4園岩 員

松岡貞雄元ｼ街 Ｑ ， ｾＺ［｟ＱＱＱ ｆｩｾ町 Ｓ ノ Ｕ Ｑ Ｊ 洋陶合 Ｈ 也 米 海 喜 久 男 君 昭和十 1I日年八 月三日逝去

船場3. 532) ( 謹んで哀悼の1まを茨す〉

日 本 の 防

ｾ＠
ノ、』

: . =.  武 装 街

大阪府自慢の模鈍防空武装街ｾＧ， Ｚ［ Ｎは ほ幸 ＱＱ の ろ船場市阿雨地同改修' f J . . の合計一向聞にく

通り船場主市附の一角を主主し て見事に完成 らべ ると 言十蛮はその六十倍、従ってその鈍

しにがこｾＱＮ Ｑ ま単なるま ｊ 手本に過ぎすＧとみつ 図 L 船場市阿J 合せて千五十坪のザツと六十

て こんどは鈍幽からいつでも質からいって f告の六前坪になるわりで徳川時代の土織作

もさらに徹底しれ本格的な防空武装街のm りにヒントを行7こ大阪溺鮮のこの防空街は

殺にとりか、ること、なつ 1: 。この模範防 ｌｉ 本 ーの ｪｽｗｾ Ｈ 、 ｊ で本年度 ＧＱＧ に挺ペ コ すること

ｚｅ 地レｾｾをＧ遺る Ｗ こめに本年度政府から補助さ になるわりでのる。な lまこのほど出来七つ

れてゐる珠算は二十日，閥、大阪r I i の補助が て船主 ｾＺｔ ｨ 附雨 ｪ 也い，Ｚ［はこれを 一 自立に府〈知ら

問客員の て 十 ｬｬＺｾ 閥 、 さらに改修家屋月 ｉｪ 右手 ｦ の せるにめ近〈各力商代夫者 o招 L、て披露す

主主慰金が二十的関計六 f 肉側めるのでこれ ること》なつに。

をもって是がil l ' でも :本
1
1 " ・度中に大改修念行 J(.f m築諜談 こんどの防空ｾ・総街の指定 ｬ ま

ｬ まうとい ｊ 、 わげ 、 そ こでどの地 ｲｉｅ を ｾｾｊ 、か 市と相談しなげればなりませ んが一般市

については近く JH、市の! 日1で打合せる こ主 民のうち犯のゑ・こ そやってもらひ7こし、 と

になってゐるがJHの批としては船場市岡雨 いふ人がめればその所在地如何にか、は

模範地問; は大阪として最も大切 な心臓部を も十位に斡旋の苦手を取り 柿助金も 交付の

ｾん ＱＺ Ｇ わりた Ｇ からこんども船場 、 ｦｉｪ附雨池 手箱を' とるつもりです口( 大将 8 月22 日〉

院を中 心にwi 践してゆく 'jJ<j 十らし いが何し
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カ建築家は建築家の道具をもって医|家恭

1:¥: の?こめ-:iL: ちあがるの 日で ある。

会 今 日は 9 月 4 日、あは? こfごしいH午日、 すこの意味 に於て木誌本 ｾｊￆ に表はれ＿こ諸

今日である。位界史上永遠に記憶さるべ 論文は 、深き時局の洞察と 、闘を憂ふる

さ咋日、 今日である。此界の進展の明日 心のほとばしって記されに熱血の文字で・

が真に致測し得ぬ今日である。 ある。

古今我等は椅子に座してゐても 、心は四方 公一篇 といへど死んに文字はない。文字

に、八方にあは? こ? ごし〈かりまわるの今 をもて遊んにものは一つもな い。

日である。時局の波が各人の胸もとに抑 会非常時ではあるが、所謂 、私天高さの

し ょ せ 、 身 を も っ て こ の 波 を 各 自 の 力 節である、時下の料j誌をまつや切なるも

で泳ぎきらなげればならぬ非常の時であ のがある。( 糊口甚吉〉

建 築 と 社 曾 |  庚 告 掲 載 料 金

第 22; 怜 第 9 ＳＡ ｊｾ＠
:nI!: 
口

池 I 1 頁 I 1 回 15，00 

主主 I  712頁

制 l 回 l 日 新 制 l; 却す自 i明:塁5 I普

昭 和 14年9 刃! 日 印 刷 昭 和 14年 9 月 8 日後 行 ｾ＠ ｾ並 l 頁

l 回 8，00 

l 回 45. 00  

苦行Iil U編噴 小 板 JH;O 男

大阪市 ［ ｬ ｬｊ阪朝日ピル日本 ｾｧｦｾ 協令内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷IJ nlt 

大阪市j J lj 匿江戸詰il 隔 泡 2 了闘 13帯地

務 行 所 在 更 日 本 建 築 l窃 曾

大阪市北眠中之島 3 /  3  朝日ピル

電信長北涜( 23) 4501番 ( 9)

娠 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

締約販寅応 柳 々 堂 書 応

大 阪 市 西 区 京 間 丁 姻 羽 子 板 橋 西

電話土佐堀 2 4 4 0 t幸

娠密口座大阪2084番

禁 韓 載

本放に掲載せるものは、一明これをァ無断にて

綿殺し又は単行本 lこ上梓その他の複製行潟を

なすこと 1t ' 祭す' 0

f 前附置mo

普( 前;問 〕 遁 己 主ι 土 ; 日L

ｌｬ 正最終患い工 ιＭｾＭ ｟ｬ｟｟｟Ｚ 竺ｌ
( 42 F 姉〉ト| 弘頁 I 1 回し三日o

表 最1(; 2  I  1 頁 I 1 回 I 60，00 

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 1 45，00 

表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 I 80，00 

建築事務所録 I 1 榔ij I  1 回 I  1，50 

〈砲策関係援者案内) I  1  #)'1 I  1  回 I  5，00 

成告掲載御申込は本合へ直接駅ひます。

本誌! 日f説御法交はすべて古iJ 金で本合直接又

は待約底へ、f反省、貯金叉 l: US替で御拶1; 込を?

願ひます。郵務代月は一刻増、代金引換は

お断り主主します。

.'VVV、付、N 、N 、N 、N 、-'v、"'"
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